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ブラジル農業の問題点を探る

話 し 手 燐林省畜産局 島 田 友 昭

伊藤忠商事 北 村 守 雄

財団 専門家 木 下 清 彦

財団専門家 加 藤 照 雄

聞 き 手 財団人材情報部長 中 田 正

時 と 所 1 1月 16日、財団妬 て

中田 今日は プラジルの臣業問題を中心に、お話を願いたいと思いま す。お

集り頂いた 4・人の方々はそれぞれ プラジル妃経験のある、現地をご存知の方

ですが、はじめたプラジルの現状、また特にプラジルの農業についてどの様

妬お考えになっているか、 これには畑作の問題、畜産の問題、あるいは林業

の問題 も含まれてくる はずで、かなり 幅広い面に立つ て、お話を うかがえた

らと 思い ます。そ こで、 どな たからやっていただけますか。 一番長くおら れ

た島田さんあたりからどうぞ。

プラジル農業の現状とその未開発性

島田 •そう ですね、 プラ ジルの岱業の実情については、 皆様すでにど存知と

思いますが、私なりに感 じを申しあげれば、ーロに言っ て比較的農業自然条

件に恵まれた国であるとみることができます。広大な国土を有し、国土自体

が比較的なだらかな丘陵地帝と平坦地から構成され、急峻な山も少ないので、

土地そのものの利用の可能性は無限であると言えるのではないかと思います。

いま一つは、農業の面から見た気象条件ですが、日本などに比ぺると、かな

りきびしい面もあります。広い国ですから、気温、雨菫等は地域によってか

なり差があります。中西部高原あるいは東北部地帯などは、雨が少なく乾季
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がかなり長いという問題もあります。

業国には、 寒い冬や台風などのあるこ とを考える と、

とは言えず、 むしろ気象条件には比較的恵まれていると言えるかも知れませ

開発の可能性に極め て恩れ ていん。総合的に、

しかし、

が、

自然条件を考えると、

るとの見方ができると思うのです。

しかし、

今後、

さて現況は どうか と申しますと、 後進国 と言っ ては失礼なんです

船業分野妃おいてはかなり遅れていると 言えます。広大な土地があり、

統計がはたし て正確かどうかわかりませんが、

ha となっていて、

れているのです。 しかも、

部分の土地賢源は未利用のすまて放樅されており 、

牧して非効率的な利用をしている現状です。

有効花利用しているかどうか と言う と、

感じをうけるのです。

日本や西欧などの北半球の塁

また、

必ず しも きびしすぎる

現在の耕地面積は 2,7 0 0万

日本の岱地 60 0万haの 4.5倍くらいの面積が利用さ

結局、

この面積は国土面積の 3.0％余にしかす ぎず、 ー大

トウモロコシ妬しても、

問題、

士た、 流近面を考え ても、

政府の型業政策陀つい ても、

して、

一部の自然草地に牛を放

2, 7 D D万haの耕地を

これまた必ずしもそうではないとの

大豆妃 して も、

メリカの半分以下という現状を見ますと、 やはり、 品種の問題、栽培技術の

その他色々の面で問題が多すぎるという現状ではないかと思います。

価格保滋 とか色々 のものがありますが、

平均反収は非常匠低い。 ア

ー

．
 

激するテコにたっているかというと疑問です。

ー`ロに言えば、

流通組談や施設な どに多くの問題があります。

実は金融唯一という感じです。その他の政策と

はたしてそれが農業生産を刺

墾政にも問題があり、

． 
感じです。` しか しなが ら、 大

豆、 小麦その他穀類を中心とした生産は、

言っ てみれば、問題だ らけといった

巖近の情勢を見ております と、，、ト・ウモロコ、ン＼

過去 10年位の傾向か ら推 して、

政府は近年晶業振興を強力に進めかなり、急速、（（（伸び戸き て土` ります。

るため、農地改革、 地域開発計画、

また、

プラジルの農業形態は大中岱と零細小袋に分け られ、

綸出回廊計画等を実施し 9つつあり ます。

零細小燐は自給自足
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的な農業で、商品生産的な農業には携っていない。国際的流迎燐産物である

コーヒー、綿花、砂糖、穀物、牛肉などは大農、中褪を主体とした企業的商

品生産晨業者の生産に依存している。

非伝統的作物の導入と経営の変化

前後しま すが、 プラジル農業の歴史を振返っ てみますと、 プラジルの農業

は、作物の面から伝統的塁産物と非伝統的燥産吻に分けられをす。伝統的燐

産物は、 コーヒー、砂糖、綿花、牛肉といった従来からプラジルの財政を支

● ぇてきた農産物であっ て、昔から大燐場経営、いわゆる多数の労働者を使っ
た企業的農業経営によっ て生産されてき て、現在もそれは続いています。

近年、労働問題、農産物の価格低迷などの1t.め、非効率的大盛場は分化し

て、中小農がかなり増えてはいますが、やはり依然としてそぅし1t.‘大糾業経

営者が プラジルの農業を支配していると言えます。

ところが、穀物をは じめとする非伝統的燐産物に ついては、東北部などの

小農、零細炭によって自給自足的に栽培されてきたが、商品的生産はプラジ

ルの南部、あるいは東南部地方を中心たして、ヨーロッパからの移住者を主

体とする中小農たよっ て発達 したものだと言えます。近年、所得の向上に伴

なう国内食科需要、飼科需要そして国際的希要陀支えられて、非伝統的品産

物の価格も上昇し、生産も飛趾的匹増大 してきています。これら中小牒業者

も経済的に力がついて、大型による企菜岱茉へと発展しつつあります。

最近ではコーヒー船場や牧場を経営していた連中も、非常に倍かりそうだ

． 
t
 

という事で、牧場をひっ くり返して大豆を作 り、あるいはトウモロコ、ンを作

るというように なっ てきています。 と妬かく、 もうかるという事たなれば、9

未利用地がどんどん開発されていきます。パラナ州などの原始枯も、 ここ数

年の内に見流す限り開発され、その開発意欲に鵞くばかりです。

このよ、うな現状ではありますが、 と妃かく、 プラ、ジルの位業の現状たは問

題が多いということ、それから非常に遅れているということ、そして、・さだ
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まだ土地の利用が極めて低いという事です。したがつて、今後改善すべきこ

とは多く、それだけに将来の生産増大の可能性も極めて大きいといえます。

やりようによっ て、あるいは世界的な価格条件たよっては一ー一番問題な

のは価格条件なんですが一ーいくらでも生産がのびると感じられ、プラジル

こそ兵に今後の農産物供給国として、北アメリカ妃匹敵する生産をあげる国

だろうし、また、それを必ず実現する国だろうと、私自身感 じているのです。

最初か ら可能性妃古で触れてしまいましたが、ーロ妬いって、以上の感じを

もっているのです。

中田 牒業の生産の ポーテンシャリティがあると。色々問題点は あるけれど ~ 
も、 農業生産匠ついてはポ テンシ ャリティが高いという事ですね。加藤さ ん

はこの春行かれ、主尻大豆を中心妃調査されたのですが、 ．大豆についての生

産のボテンシャ リティについてはどう感じられま したか。

大豆生窄のポテンシャリテイ

加藤 リオ ・グランデ ・スール、これは一番南の州ですが、この州が現在、

プラジルの大豆生産の 7割を占め てるんです。ここ妃は米と小麦がかなりは

いっ ているんですが、大豆は小麦と 2毛作で、かなり一｛役的に普及している

のです。ここにも栽培技術上の問題もあれば、施設的な問題もあります。し

かし、 この州だけ でも、 もし本気妃な って大豆をつ くれば、 1. 2 0 0万 ha

は可能だとい うのです。 1. 2 0 0万 ha といえば、 日本の水田面積のだいた

い4倍ですから、そう云う意味では可能性は十分あるのでないかと思うので

す。

中田 大変な可能性をもっ ている訳ですね。現在、 プラジ ルの大豆は全国的

妬どれ位の生産があ るのですか。

加藤 今年の収穫については正確な所までわから ないんですが。

北村 次の様な統計デークーがあります。いま、加藤さんのおっしやった様

に 19 7 3年度の 数字は公表されていま せん。 19 6 9年度と比較しながら
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申し上げたいと 思います。

1 9 6 9年 1 9 7 3年（予想） 伸び 率

リオ・グランデ・ド・スール州 7 4 4,0 0 Om/T 2,8 0 0,0 0 0 m/T .3. 6 7倍

ヽヽ• ラ ナ 州 2 13,000 II 1.5 0 0,0 0 0 II 7. 0 4倍

サン パウロ 州 61.000 II 3 0 0.0 0 0 11 4.9 2倍

サンク・カ クリナ 州 31.000 II 1 7 5,0 0 0 11 5.6 4倍

そ の 他 7,000 II 200,000 11 3 倍

メロ 計 1. 0 5 6, 0 0 0 11 4,975,000 II 約 5 倍

大体本年は、上記の生産置といわれて居りますが、 「オイル ・ワールド」

誌疲近号では、 49 5万トンから 50 0万 トン と推定 して居ります。 1969

年度と比較すると約 5倍近い大増産となって居ります。

中田 何年間侭 5倍忙なりま したか。

北村 これは 19 6 9年から 73年までですから、丁度 5年閲ですね。それ

で本年の生産予想がもう出ているのですが、すでに播く時期になっておりま

すが、一応前年の 35％は増えるとの数字を、ロイクー電で流しているそう

です。ただし、ご存知のように、大豆の1直段は相当変励しておりますので、

はた して 35 oJ;も増る でし ようか。種子の問題もありますので掛け声だけに

終り そ うじ ゃなかろうかという事です。 U.S.D.A．の予想では、 3 5 %とは見

ておりません。だいたい 60 0万 トン～ 65 0万 トン のI臼1に落ちつく のでは

なかろうか というのが最近の情報です。

中田 これは来年度の生産予想ですね。

北村 来年度です。 74年クロップですネ。

中田 その種子の問題 とい うのは、種子が足りないと 云う事ですか。

北村そうです。

島田 この間、私はサンパウロから新聞を買 って来たんです。それによりま
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すと、今のお話しの大豆の種子が足りないというよりは種子が 25 0 c'~ l:3 ./ 

6 0ゆしてたんですね。 パラナ州の人達はリオ・グランデ州でできた種子を

使うんですが、 この価格では余りにも高すぎる。それで、 プ・ラジル政府が輸

出ストップをして、値段をおさえた。そうした事もあっ て、農業者は作付を

かなりとイプする事になったという記事がありま した。だから大豆の作付が

トウモロコ、ンやなんかに変るん じやな いかとやはり北村さんのおっしゃった

ように、それ程 30何佑も伸びないんじゃないかというのが新聞の見通し記

事で した。

中田 丁度今、作付時期を迎えている んですね。

木下 そうですね、とうもろこしもソルガ ムもそれから大豆も、その播種期

は 10月、 1 1月、 1 2月で＿‘.収穫は早いものは 2月から始まり、遅いもの

でだいたい 5月の始め頃までには終るのが、普通の作物の栽培型です。

中田 とうもろこしなどの一般畑作！てついて話し て頂く前た、もう少し大豆

の将来の見通しといった点に触れて下さい。

大豆作の見通し

木下 私が向うで調査した時の感触から申しますと、さきほど、 48 0万ト

ンが今年の大豆の生産見追しだということでしたか、最近農家は大豆の国際

価格に刺激されて、その生産意欲を極めて高くしていたと云う気がします。

来年度あたりから種子の手当が十分できれば、飛躍的に伸びると思うのです。

． 

．
 

とこ ろが、今年の 10月からの作付では、さき 程話の でましたように、種子

の手当 てが十分にできないという事から、さほど伸びないんじやないかと思

います。来年匠なりますと、種子の手当 ても今年作付された何を 保管し て、

大々的に作付が始まるんじやないかと思います。とうもろ こし と比較 しまし

て、まだ大豆の生産醤は とうもろこしの生産戴の約 4分の 1位しかない訳で

すので、とうもろこしの今年の見通し1.7 0 0万トンと同じ菌になる位に、

大豆の生産は可能じやないかと思います。
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加藤 プラジルでつくつた輸出回廊計画による数‘字を申し上げますと、1970

年の 15 0万トン、 1 9 7 1年の 22 8万トンの実績妃対し、 1 9 7 2年

3 0 0万トン、 1 9 7 3年 50 0万トン、 19 7 4年5 0 0万トンの見通し

をたてていたのです。 • それが 1 9 7 2年には 35 0万 ＇トンの生産、、f・97 3 

年は 45 0万トンの生産かといわれていたのが、さきほど 48 0方ドンと言

われましたね。昨年の異常な1直上りからすると、これ位のギャップは当然で

るのでしよう。なお、 1 9 7.6年度の当初の見通し 85 0万トンは、実際匠

は、 1. 0 0 0万トンを突破しまして、 1、05 0万トンという見通し花なるん． ですがね。

． 

中田 そぅじますと、 ポテンシャリティとしましては、 1. 0 0 0万トン以上

はある:iとになくりますか。

加藤 だいたいの見通しです。

中田 可能性は十分陀持っているという事ですね。

北村 さつき加藤さんがおっしやったポテンシャリティというのは、あると

思うんですね。ただ、ボテンシャリティがあるということも、どういうふう

にそれを導き出してくるか。それが加藤さんの指摘された よう忙問題ではな

いかと思うんです。

木下 ただ問題なのは、今の価格は、 トン当り 20 0を割ってますが、国際

価格は、私の ha 当りの推算値では、現状の価格ではもらろん利益率は高く、

7 0 %の利益率になっていますo ところが、この利益率が 2~3  %にまで下

がるまではですね、というのは 2~3  %の国際価格と甲し＇ますとだいたいト

ン当り 80米ドル程度だと思うのです。そうしますと、恐らくそこまで下る

かどうかです。 将来、下がらないとすれば、生産は伸びる。 80ドルを割る

ような事態がくれば生産はストップする。いやストップではなく、伸び悩む

と思、う5だから問趙は、プラジル幾民は非常に投機的な農民ですから、その

生産の伸びはあくまで国際価格に支配されるという事がいえると思い注す。

9、
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大豆の加工輪出の将来性

北村 私はいまひとつつけ加えた方が良いと思うのですが、油の問題がある

のですよ。プラ、ジル人の生活妃非常に油が必要なんです。ですからプラジJレ

人の油の摂取量が増えてる傾向忙ありますので、油が伸びて来た場合、は

たして国際価格だけで云々できるかどうか。そうじやなくて、国内需要とい

うものを考えねばならぬと思うのです。ぉっしやる通りある一定の伸び率の

スロー・ダウンはあっても、拡大傾向がとまるとはいえないと思う。特忙今

年の場合ですね、なぜ輸出を止めたかといいますと、今のライセンス ・シス

テムの問題もありオすが、政府が計画した輸出が 16 0万トン（実際匹は ~ 
1 7 0万トンでほかに輸出 10万トンあり）に達したので、ストップしたわ

けですね。先程のラフな数字からみますと、約 50 9 0万 トンから 16 0万ト

ンを差し引き、翌年度の「種子その他」の残りを搾油及びその他用途に配分

するという政府の考へ方です。という事は、大豆そのものの輸出をする事よ

りも加工品（主として大豆粕）を輸出しようとしているわけです。この事は、

，，＜ック・グラウンドとして農業の拡大という事の中で製油産業を考へた方が

よいと思います。しかし、それが国内消費向けの油の供給のみを考へている

のではなくて、 加工品輸出 という事で見るぺきで、州税である IOM  (流通

税）の課税方法をみても、原料輸出より加工品輸出を企図している事がはっ

きりします。 IOMの課税パーセントが、州の輸出インセンティプの在り方

を示しており、それ故に製油産業を育成し、農業開発の中での「アグロ・イ

ンダストリー」の図を示して居ると見たわけです。ですから、一生懸命、製

油産業を育成し、製品輸出をする事が、プラジJレ農業の発展につながるとい

う角度から大豆をとらえてみると、 「大豆」の問題がわかると思います。 こ

の事は「とうもろこし」と異つていると感じたわけです。

加藤 これはリオ ・グランッデ州の統計なんですが、我々には参考になると思

うのです。生産は 97万トン：この約 25 %(l)2 5万トンが輸出用、残りの

7 5％が工業用と国内種子との国内市場向けに分かれています。閲題は工業
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用なんです。工業用が半分の約 55％を占めて、 55万トン、その内訳をみ

てみますと大豆粕が 75 %、それから大豆の原油が 17. 5 %、石けん用に 2

佑、その他副産物として 5.5 %という具合です。ですから今申されたように

加工して出すと言うのは、どうした点ですか。

木下 それはその地城だけでなくてミナス・ゼラエスでも同じです。

加藤 これはリオ・グランデでの統計です。

木下 数字は違っても佑は同じです。

中田 私は、調ぺていないので見当でおたずね しますが、加工といった場合

● にその施設はどうなんですか、またその見通しは？例えば、大豆ですと大豆
工場みたいなものですか。

北村 プラジルを歩いてみて、 特に、、リオ・グランデ・ス ール州ボノレ ト・ア

レグレ匠ある「SAMRIG」という南米ーの工場を見学する磯会を得まし

たので、あわせて説明しますと、大豆日産処埋2.5 0 0 トンで、 （恐らく 世

界中の搾油 メーカ ーの中でも、 CARGILLのメンフィスやロッ テルダ ム

に匹敵するものと思われる）、大豆粕 75%、大豆油 17~1 8 %を生産 し

ております。大豆の生産が急速に 伸びているので、大豆生産地に大型搾油工

場が新設され、しかも、搾油能力（クラシング ・キャパッ ティ）が、大幅忙

伸びています。例へば、パラナ州 PONTA GROSSAに、カーギルと

サンプラが、新工場を作り、本年からサ ンプラが、 1. 5 0 0 トン、カーギル

．
 

は、 1. 2 0 0トンで稼動して居ります。明年は、両方共2.0 0 0トンの日産

処理をするものと思われます。従って、大豆製油産業は、一番南のリオ ・グ

ランデ ・ド・ス ール州から北上し、夫々の生産地に工場が出来ると思、います。

ミナス ・ヂラ イス州にも「藤原商会」が製油工場を新設しま したね。 こう な

ってくると生産地工場か ら油や粕が、直接、消貸地の大都市に供給されて行

くという波及的な広がりが出てくるのではないでしようか。 「SAMRIG」

は、大豆搾油と共に、石けん、マ ーガリ ン等の油の二次加工品も同時に作っ

ている「インテグレート」された工場で、大いに、 鷲いたわけですが。 さっ
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き品田さんの言われたよう陀、 プラジルは広い国 9ですが、今は、点と点とが

あって、結びつけろ線が少ないので、 これから拡大されて線で結びつくよう

になると、 もつとプラジルを良 く理解出来る と思います。

中田 大豆忙ついての問通は十分ではないが、一応これくらいにして、つぎ

忙とうもろこしは性格が非常に違うというのですがその違う所を話して下さ

い。

とうもろこしとその国内需要性

北村 その点は木下さん、お話したなったら如何ですか？

木下 とうもろこしが大豆と違う点は、大豆はプラジルでは直接的にはあ ま

り消性されていませんが、 とうもろこしはプラジルでは米に次ぐ主食になっ

てるのです。つまり、 プラジルではとうもるこしはなくてはならない晨産物

VCなってるわけです。いわゆる国内需要が高いのです。 ‘,、

中田 主食といった場合匠、例えば米なら何佑で、とうもろこしなら何％と

いう見当はわかりますか。

木下 それは十分にわかりませんけれど、 1人当りのとうもろこしの消費緻

はだいたい年間 3 0 Kg程度です。 その他小麦とかいわゆるパンにする穀類が

あります。すなわち、米ととうもろこしと小麦、これが一般の主食じゃない

かと思 うのです。そのほかにキャ ッサバなんかがあります。次lてとうもろ こ

しからとる搾油さではまだいつてない、ようでずね。今の所搾油は、さ芦程話

がでました大豆と綿実とひま油です。この 3つが搾油の対象妬なってます。、

コーンf由はまださほど生産がないのではないかと思います。・,従って、 とうも

ろこ しは国際市場VCできるだけ輸出を対象としなければならないんですが、

現状では、国内需要としての食料と家畜の飼科で楕一杯で、その儲出余剰が

ない。余剰があれば嘩出に向けられるんですが。また生産妃ついては、大豆

みたいに国際市場価格はあまりよくないので、私が計算しました中でも、利

益率はそんなに高くないんです。 ha当り利益率はわずかvc9 ~1  0 %前悛
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です。そうしますと、とうもろこしの伸びといいますのは、横ばい状態匠

いってるんじゃないか、余りそう減りはしませんけれど、そんなに急激な伸

びは期待できな•• いと o よぽど日本あたり． から テコ入れしていかな いと、そう

大きな伸びはみられないというのが現状ではないでしようか。

中田 そうすると、両者の性格の違いかはっきり して来たわけですが、大豆

とと うも ろこしの側面としてつけ加えて良いと思いますのは、とうもろこし

を作る地域ですね。

・大豆ととうもろこしの生産地域の相異性
北村 プ、メ・リカですと、コ ーン・ベルトとピーン・ペ ル トがあり ますね。僕

．
 

はプラ；ジルたある と思 うのです。 という のは、さ っき加藤さんのおっしゃっ

た、 1番南の リオ・グランデ・ド・スール州は、 小麦と大豆なんです。で、

北上した方は、とうもろこしが主なんですよ。ですから小麦の輸入面では、

南は小麦があるから良いわけですが、北の方はないですから小麦を、 輸入し

ているわけです。ですから、 僕のたった 1 度訪問 し た ~·ラ ジJレ てすが 、 ビー

ン・ペルトとコーン・ ベルトがわかれてるというように理解した方が早いと

思うんです。 大豆は南、北の方は・コーン ・ペ ル トだと。いうなれば、輪 出の

時にコーンのでる所と大豆のでる所とがわかれるんです。それから中間地帝

としては、サン パウロ、パ ラナ州あたり妬なって来てますね。ですから、南

限は小麦と大豆匠はじまり、北の方からはコーンから大豆に来てると、その

中間帯にこれからまくんだというようなとらえ方の方がはつきり してると思

うんです。

木下 おっしやる通りです。だから北の方のコーン ・ペルト地帝は、南がわ

より生産性が高い し、大豆は南の方が生産性が高く 、赤道忙近づ く妬 したが

って生産がおちている。

中田 それには気候の関係があるんで しよう ね。

加屈 それはもちろん気候です。ただ、そこで問題になっ て米ますのは、ア

-1 1 -



メリカの農業経営の形態を見ますと、いわゆるコーン・ペルト地帯というの

はとうもろこしと大豆でできてるんです。 アメリカのアイオワ州あたりの農

業経営をみますと、大豆ととうもろこしといった場合、 どちらが多いかとい

うと、だいたい｝が大豆をつくってい ってるんです。大豆は 4年に一度ぐら

い畑につくっていく。このコーン・ペルト地帯の農業形態 というのは、むし

ろ日本的尻いうと中小農業的です。もちろん日本とくらぺると大農ですが、

アメリカとしては中小農的なんで、カリフォルニアあたりとくらぺると、だ

んぜん規模は小さいわけです。でも、その経営形態というのは、一応大豆を

iぐらいつくって、あとはとうもろこしをつくる。一応とうもろこしを主体 ~ 
として売り妬も出るけれども、牛にもく れるの で、牛をかっている。大豆は

ほとんどそのまま出してしまうのです。どちらかというと、牛たはくれない

で、そのま萄出用に向けている。 で、アメリカの諭出用の1.0 0 0万トンか

ら1.2 0 0万トンの間の数量は、そういう大豆があつまってくるので、それ

があそこの経営構造なんです。

北村 私は、 プラジルの晨業を東西でわけるよりも 、南北でわけて考えた方

が、理解が早いと思うので、先程の様に申し上げたわけです()

加藤 現在の段暗では、作った年数が 3年ないし 5年ぐらいだったんで、土

地の消耗度はわからないわけです。問題はとうもろこしはごぞ．んじのよう忙、

肥科分の吸収が非常忙高い。特に窒素関係は高い。しかも、熱帝では、土撰

中の窒素分は少なくなるわけですから、当然、連作してつくる事はできない

．
 

わけで、値段が高いから作ればいいというような安易な事はできないわけで

す。その辺まで考えておかなければ問題が起ると思うのですc

北村 結局、ポーテンジャリティ匹つながって行くわけですから。

加藤 アメリカの現在の経営のやり方は、非常に参考匠なると思うのです。

例えば、 1プッシェル 3 ドルの線で大豆はつくられていた。昨年は 9 ドル、

1 Dドルまで上りましたけれど、あれは非常事態であって、それに見合った

形でとうもろこしの価硲が 1プッシェル1.5ドルから1.2ドルぐらいで しょ
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ぅ。とうもろこしと大豆の価格関係がうま く調和して、アメリカのコーン・

ベルトで一つの農業経営の型が成り立つている。これからのプラジルはそう

いう 事ができるんでしようかね。なにかかわった形で。

北村 そこで問題なのは、さつき木下さんがご指摘された点です。とうもる

こしというのはあくまで諭出じやないんで、食う為につくっているわけです。

プラジルの農民は、その輸出マインドよりも自分が食わんが為陀つくつてい

るという点が非常な強味ですよ。アメリカの場合は、家畜用とか、飼料用と

か加工のための原科、そういったものを目的の経営なんです。そこで、アメ・リカとプラジルを対等.(IC比較できない妄素が 1ばいってるんじやな いかと 思う
のです。どうも、農民がまず自分の食いぶちをつくる、というのが「とうも

ろこし！ですから。次に、とうもるこしの輸出を考へてみますと、非常妬む

づかしい問題点がある。それから刀肛長さんがおっしやったように、肥科の問

題、こ れは土質の問冦にも関連してきます。よ くいわれたんですけれど、 プ

ラジルの畑の土壌はアメリカの土壌と同じかといえば、これは当然違うわけ

です。どうなんでしようか、土地に合ったものを作っていた、 とこるが、た

またま大豆がめつたやたらVCあたったと。これがプラジルの現在の姿で、そ

れじや伝統的な作物はやめたかといえば、決してやめていないんです。伝統

的な作物は伝統的な作物と して ちやんと植えている。だからたまた ま大豆 を

． 作って、今度の大相場妬あたって儲けたとしても、これが来年も今年も洗＜かといえば、これは、 うけあえないわけです。

木下 ですから、 非常妃投槻的なんです。

現在の大豆作の役復性

中l:f3 アメリカの場合、その経営は地についているぐ曲りたりにも、輪作形態が

できてとうもるこしと大豆とアルファルファというよう に、きちんとパクー

ンができている。それとプラジルの投機的な大豆とは違うような気がします

ね。
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加h冷 例えば、こういう事なんです。 パラナ州の場合、 パラナのパルメラ妬

行っ て見たんですが、土地は決し て良くない。大豆妬合っていない士地です、

極端にいえば。例えば、 PHは 4.5~  5ぐらいです。 PHが 4.5~  5ぐらい

だと、大豆にとっては、根粒菌が繁殖する最低限の訳ですから、石灰をやっ

て5.5ぐらいたまでもってゆく。あそこでやっているのは、 野菜を作ってい

た日本の人々ですね。例えば、バレイジョ 等を作っていた殷家が大豆を、む

しろ技術でカバーして収祉を上げている。 1戸当りの経営面積は1.・s: o o釦a

ぐらいです6 それで肥科も石灰も漁 く程入れるというのです。そうすると在

来のプラジル人逹は梵いて、はじめのうちは 2~3人 あて抜けるというんで ~ 
す。な んで抜けるか というと、あんなたやったのでは大豆になるかと o とこ

ろが結果的忙は毎年トラククーを使って、倍、倍と増やして、 どんどん増や

して行くと、これはおれたちもやらなきやな らんぞといったふうで皆やって

行 くと。パラナ州の場合、 日系人品家が主体ですがね。大豆作の場合、 僕は

むしろ土地よりも技術でカパーしている感じです。

中田9 バル メラと はどのあたりですか。

加藤 ・バルメラと は、 ポンク・ グロサの近くです。ここから車で 30~4 0 

分の所です。ですから、そのような形の1.::!業形態がありま したも んですから、

土壌的な面よりも、 むしる技術的な面でカバーしているという事になります

と、当然貸材費の多少との関係とか、いいかえれば、インフラの問題例えば

道路の酷送量とか、ガソリン問題とか、つまり，インフラの問題が非常に生産

が制約される可能性があるんじやないかという 気が したんですが。

島田 肥料妬つい ては、肥科成分そのもので比較する と、 日本の約 2倍の値

段しています。そういう肥料をつかってもうけてるわけですから、 ーこの値段は

下がります よ非常妬。贅材問題は、そのウ エー トはだんだん低 くたってくる

とみています。そういう面では心配ないと思うんですが。

木下 助田さんも向うで、農民たついておわかり陀なっ ．ていると思う のです

が、色んなヨー ロッパ系 とか東洋系 とか色んな人種がごったにおる わけです
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が、この中で日本人を除いて他の勤勉な人といったらど とですかo

島田 やっばりドイツ人、イクリア人でしようね。

木下 そういう方々がさき程の商品作物を作っ てい るという事ですか。

島占 そう い う事ですね。

中田 座談会としては非常に面白い課題ま で行ったわけですが、そこで、ち

よっと 話題をかえま して、 畜産の問題、 プラ、ジルには 1億近 くの牛がいる。

それがインド牛の系統になっておるという 軍は聞いてるんだが、そこらの点

は如何で しよう か()

．
 

．
 

プラジル人の主食は

島田 その前妬も う少しとうもろこ ・しについて、つけ加えさせて頂きたい事

があるんですn 今、木下さんのお話 しになったとうもろこしは、主食かどう

かとい う墨なんです。異論をはさむようですが、主食と は見 られないと思う

のです。プラジルの主食は米であり、豆なんですりそして牛肉なんです。北

部の方では、とうもるこしを主食妃している所もあるんですけれど、全体的

に見たらちょっと王食といえないんじやないかn むしろ、国内需要が強 くな

ったのは姿窺飼科のためであっ て、この希要が伸びたと思う のです。それが

1つです。いま 1つは、 プラ ジルの とうもろこし栽培農家 という のは、だい

たい妃おいて、自 給 自足的な小農が主体になっていて、商品と しての農作物

ではなかった＂だから 、余 り値段に敏感でなかった訳です。国内の養鴻飼科

の需要が強まり、小炭の生産物 も市場妬 出てきたが、大、 中農も栽培する よ

ぅ陀なってきた。パラナ、サンパ ウロ 、そしてミナス ・ジェライスの企業的

農業者 も手をつけはじめ て、峨近では.7r うした地域で吸械化農業によっ て、

とう もるこしを生産するようになって、かなり 増えて来た。ところが、大豆

の値段が高くな り、大豆をつくった方が有利なもんですから、そのバラナ、

サンパウロ、 ミナス ・ジェ ライスあたりの とうもろこしをつ くっていた人々

まで大豆をつくるように なつ て来た。 とい う事で、 おそらく ．1・9 7 3年の生
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産はかなりおちてるはずです。 19 7 2年までは徐々に伸びて来てましたが、

1 9 7 3年妬おちて、来年はうんとおちてくる年のようです。そのように聞

いてるんですが、その数字は如何でしょうか。

北村 1 9 7 3年が正直いって、まだでてないんです。いま、｛おっしやった

よう忙、減っている数字と 増えてる数字と 2つ出てますが、 どっちか本当か

よくわからないんです。数字をちよっと申しあげますと、 6 9年の収穫が

1 2. 3 9 3, 0 0 0 トン、 1 9 7 0年は 12, 6 9 3, 0 0 0 トン、•7 1年は

1 4, 2 1 6, 0 0 0 トン、 7 2年は 14, 3 5 8, 0 0 0 トン、 こういう数字がで

ているわけです。 73年が前年 と変らずという 砂字 と、それより増えて、

1 0 0万トンも増えてる変な数字とが出ていまして、正直いって、はつきり

してお りませんので、 もうしあげられません。島田さ ん一寸お伺いしたいの

ですけれど、実は日本政府が 71年度にと うもろこしミッションをおくりま

した時忙、 自家消貨が 55%、 自由市場にでるものが、 4 5 %であるという

分析をやってるんですが、 これはまちがいですか。

島田 自家消費と流通批との割合は承知していません。しかし、 ‘養鶏家もか

なりとうもろこしの自家生産をしており、本当に市場陀流れるのは少なくな

つています。輸出貸から見れば、輸出はまたその一部ですね。

北村 自家消成が全体の生産誠の 55 %、自由市場の 45 %がどうなってい

るかという分析も出ているんです。種子その他でまず 24 %が消費さ れてい

ます。 45％の中の残ったも のは約20％ですね。 20 %のうち配合飼料が

8%占めています。そうしますと、 1 2~1 3％残るわけです。その中から

一部輸出 したこと しCなる と、 7 1年度、とうもろこし、 ミッションは分析し

たわけです。そのパクーンがおっしやった様に、予定数よりのびていますん

で、当然輪出も してませんから、だから、その辺でとうもろこしの調整が行

われているんじゃないか、 という事は養瘍飼科が伸 びて来ていますから、そ

こえかわって来ているというふうな見方の方が、とうもろこし匠ついてはは

つきりしてるんじゃないかなと思ったんですが、でご質問の自己消貨はどう

-1 6 -

．
 

．
 



も狂ってるんじやないかなと思ったもんですから。

島田 そういう数字から見ると、主食であるという論理も成立つわけですね。

木下 主食が、島田さんのおっしやった様に、確かに米も食ぺるし、豆も食

ぺるし、肉も食ぺる。そこで、 とうもろこしはと聞かれますと、正直言っ て

とう もろこしは粉にして食ぺている。

北村 とうも ろこ しが、 遊園地で日本と同じよう陀蒸して売られている。そ

れは非常にさずいですね。北海道で食ぺるとうもろこしとは、味が全然違 う

と思うのです。これは品質が違うから当然そうなんですけ ど、だからどんな

● ふうにして食ぺれるのかが疑問に思いまし たが。
木下 食ぺる¢昔層がですね、東南アジアと同じような傾向があるのです。つ

まり、低い渚層とか、 農民はとうもる こしを食ぺる比重が大きいのです。金

もち程米を食ぺている。この点、東南ア 、ジアと 1頃同が1以ているなと、現地で

感じま した。 事実、 現地で、それなり の閑係者に聞いて見ると 、 ミナス ・ジ

ェライスではとうもるこしを相当食ぺている のです。生産地だから食ぺる比

重が大きいのでしようか。南の方尻行きますと、それほど生産地ではないの

で、島田さんのおっしゃ る通り食べる盤の比重が少なくなって来ると思う ん

ですね。

．
 

中田 飼科としてのとうもろこしの問涵がでたんですが、喝は非常に増えて

いるとのことですが、それと 関連するんですね。一体、 プラジルの国民所得

は 1人当りどの位なんですか。

ブラジルの 1人当り国民所得と食生活

島田 今、 5 0 0 ドルたなっています。

中田 5 0 0 ドル、それじや食えるはずですな。

北村 それはいつのことですか

島国 7 2年度の数字では 50 0 ドルになってると思いますよ。

中田 国民所得が 24 0ドルをオーバーして来ると、畜産物の消費が増えて
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来ると、国礫的陀は 言われてるんだが、 5 0 0 ドルでは当然これは増えるわ

けでしようね。

北村 それは、現地へ行って感 じたのですが、 結屁、ラテン・アメリカの停

滞性という 串が問遜にされる場合、 プラジ）レたは 部分的に確かに低滞性はあ

ります。けれども、今、おつしやったような 50 0 ドルとか、あるいはプラ

ジル政府が推定している 19 8 0年忙は 65 0 ドル、 2 0 0 0年化は1.7 2 0 

ドルたなるという数字があるのです。南米の東側と西側とを比ぺると、東側

のプラジルの方には低滞性はない。極端な事を言 うと、あと 10年もたてば、

先進国の底辺あたりたそのトップの部分がくつついてくると感じとられる。 ~ 

中田 5.Q 0ドルと言うと日本の 10年前ですね。

烏田 フ：ラジルの成長速度は早いですね。ヘクをすれば日本を追いこす様な

感 じさえう叶る位てす。

中田 そこで、 鶏 も入れて、畜産のあらましを 話 して頂きたいのですが。

奎の現状

品田 プラ 、ジルの牛は、これも統計がはつきりしないのですが、約8.5 0 0 

万頭いるといわれています。しかし 19 7 0年の数字では 9,7 8 0万頭とい

ぅ数字が出ているのです。ところが、翌 19 7 1年たなると、 8, 2 8 0万頭

と、 1. 5 0 0万頭も 減っているのです。というのは、統計調査の方法がちが

ったという注釈がついているのです。そんな事で、統計数字があて妃ならな

いのです。いずれたしても、約 9,0 0 0万頭の牛が現在いるということは、

世界の牛の詞妾頭数から見ても、大きなウエイトをもち、アルゼゾチンの 2

倍近い頭数をもってい るわけです。

ところが、自 然草地に放ったらかしての、粗放経営をやっているため、生

産性が非常た低い。 45 0キロの水準に達するまでVC4年、へたをすると 5

年かかるとのことです。 先進国では 2年位、進んだ所では 1年半位で殺 して

いるのです。こ のょうた非常に生産性が低いという哨題があり、結局、殺し

-1 8 -

． 



ている頭数は年妬 9D D万頭位で、屠殺率は 1D％ということで、非常妬能

率は悪い。枝肉の生産も約 16 D万トンと、頭数に比ぺて非常に少ない。

しかし、生産性が低いとは言 うものの、アルゼンチンなんかの牛肉生産の

停滞に比ぺると、 プラジルの牛肉生産、 飼養頭数は、年 4%前後で遂年のび

てきています。これから考えますと、今後も、土地条件、自然条件それか ら

これらの牛の碁礎畜の条件を考えると、 着実に増大してゆく潜勢力をもっ て

いると見る 華が出来ます。一方、 消貨の方は 1人当り9 年間 16キロ位尻なり

ます。この年間 16キロという数字は、畜産国としてはかなり低い数字なん

● 吋。アルゼンチ ンが 60キロ位食ぺています。アメリカだって 50キロ位
食っています。そうするとプラジル の所得があがっ て くると、鶏肉や豚肉の

生産、消費菫も飛紺的妬増えてきているが、これはヘクするとたりなくなる

のではないかという見方もあるのです。とこるが、 プラジル政府としては、

今後の提産物の喩出部分で最も可能性の高いのは牛肉だとして、力を入れて

いるのです。

． 

中田 つきWC日本との関連たおいての、 輸出問題をお頭いしたい。 いま、牛

についてのあらましをお聞きしたが、 日本との関連では牛の病気の問題があ

りますね。向うの牛はきたないというか、病気の心配がありますね、こうし

た問越の見迪しはどうなんですか。

畜産物のわが国への輸入の問題

島丑 問頑は口蹄疫なんですが、これはプラジルのような広大な国土、それ

から国境が逹続きで各国に接してる現状。そうした事から考えますと、プラジ

ル政府としては一生惑命予防注射をしたりして努力して、撲滅運動をやつき

陀なっ てしているんですが、 完全妃な くなくする のは困雄で、見通しは暗い

と、 感じられるわけです。ですから、 ここ 10年やそこらでまったくなくな

るという事は考えられません。現在の家畜伝染病予防法のわくの中で考えれ

ば、 1 0年以内妬解禁に なっ て、生肉をもつて来られるとは考えられないで
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すね。

中田 そうすると、 加工肉と してはどうですか。

島田 日本に持ってくる、とすれば、やはり加工肉としてですね。

中田 その可能性は大いにあるんですか。

島田 それは、売れるとなれば、プラジルも生産しますo ところが加工肉と

いうのは、各国とも、それ程歓荘しないものなんです。生肉をもって来て良

い部分は生食用陀、悪い部分は自国で加工 してしまう o といった考え方がほ

とんどです。

中田 ヨーロ ッパヘは、生肉で輸出されてるわけですか。 ~ 
島田 プラジルとしては、 ヨーロッパヘはいくらでも売れます。ですから売

る面妃おいては全く問越がな く、これからも世界の牛肉需給事情は、 益々ひ

っ迫すると見られていますし、プラジルとしては、かなり昇息が荒いわけで

す。

放牧と経済性

加薩 牛陀ついて感じた事ですが、給餌という硯念はプラジルでまだとり 入

れらえてないですね。何故かと、 実除匠聞いたんです。そうしたら、 あれや

ると損だと言うのです。土地はいくらでも広い所があるので、放つといた方

が、そんた事やるより、ひとりでに大きくなってくれて、 1人の牧夫をやと

えば、 1. 0 0 0頭は管理できる。飼養を すれば、 設備骰もかかるし、巖厚飼

料も買わなく てはク、メだ。今のよう妬次々と広い土地を利用し、 それが駄目

妃なれば、また新しい土地を買って牛を放し飼いした方がよいと、そういう

ふうな感じの考え方をしていると思われました。

島田 確か陀その通りです。私もあちらで色々とデー クを集めたり、試験場

を訪れたりしました。プラ 、ジルの牛は乾季妃なると草不足のため体重が減り

ます。毎年体重の増減を保返 し、 4 5 0キロになるのに 5年近くかかります。

これをなんとか縮めたいというので、 プラジルの試験場では濃厚飼料をやっ
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て、フィー ドlotsまでいかんまでも、乾季にだけ給餌すると、いう方法を試

挨 して、 もしその期間だけでも給餌すれば、体重が もう 減少せず 3年位で

4 5 0キロ妃なったというデータを出しているのです。ところが、その試験

成績妃ただ し書きがついていて、体重は 3年 で 45 0キ ロ陀なる けれ ど、コ

ストを考えた ら損です というのです。そう した現状ですから、 現段階では放

牧だけで飼う方がも うかる こと 尻なっ ていま す。 しか し、牛肉の値段がだん

だん上 つてくれば、それ も採算に合うのではないかと思うのです。今妾、牛

肉価洛の上昇如何たよっては、フィード lot方式もある程度普及するもの と

● 見ているのです。

． 

木下 おっしやるよう陀、乾季陀 入る前の屠殺率は、も のすど く高くなる。

これは逆尻乾季後！て は年間のうちで最も低くなるというこ とで す。だから需

要と供給のバ ラン スがとれていないというのが現状ですね。

中田 そこで、 農産吻や畜産 を全部ひっくるめて、 輪出回廊計画 というのが

ある様ですから、 輸 出の問題、 あるいは流通の問題を、 短時間妃なるかもし

れませんが、大つかみの所をうかがいたいのですがo と妃か く大きな 国です

から輪出妃あたっ ても、 港がいくつか準備されたり 、その港ま での進路の問

題、 必要な施設の問題、 色々あろうかと思うんですが、 煤産物、 畜産物ひ

っくるめて、お話し願え ませんかo

回1;(3計画の問題点

北村 どうでしよう。ひつくるめては言えないんでないでしようか。ものに

よって違うの ですよ。

中出 ものによっ て皆な違うと、いうのは？

北村 ものに よって、 問題点のつかみ方がかわっ てくると思うのです。，その

点、 日本で考える様な考え方で吐いけないようです。私の プラ ジル妃ついて

のつかみ方はこうです。連邦政府はあるんですが、州によっては色んな施策

をやっ ていて、それが、必ずしも連邦政府の考え方に合ってるかというと疑
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問ですしね。 難出回廊計画で 4つの港が考えられているが、私の感じでは、

ヒンクーランド妬ぁるものを、 どう結びつけるかとの考え方で進んだ方が良

いと思うのです。しかし、回廊が •4つでよいのでしようか、絶対よいとは考

えられない奉です。見た目は同じ様に見えるけれど、やつていることは違う

のですよ。ですから、 1つ 1つそれぞれの回廊がどうだと言った方が良いの

であって、 それを大づかみに 4つならぺて、 評価することは、 一寸、 言えな
-・-.、

いとの感 じでした。

中田 例えば、 さきほどお活しのあった南の方は大豆、 北の方はとうもろこ

しの問題がありましたが。

北村例えば、 ヴィットリア港をとりあげますと、 この港の開港が鉱石租出
-. ^ 「'

のための港湾でしfC.o これから殺物なり、 肉製品などの積出 しのための設備

をして、 恰出港 となる わけで、 それに見合う ヒンクーランドにおける各種の

インフラが出来るのかどうか、 そうしたことが中間にはさナつてくる。 そう

すると、 ヴィットリアi巷妬依存するヒンターランドがどうなっているのかを

蓄出回廊計画とい うのは説明できないと思う のです。それか ら、

・グランデの回）廊、これは始めから大豆と大豆の副産物の観点か ら採用、

考えないと、

リオ

設計されているのです。 ですから、それを大づかみに言えといったら 0 T C 

Aの報告書尻なってしまいさす。

どうもこの 「i::ンクーランド」 が問題なので、

がとられるのか、 また、

そこで何妬イど七ンティプ

その愉出品のためのインフラをどう組んだらよいの

か、 この末端陀港湾施設があるんだと、 と1^ う 言い方の方が非常に分 りやす

い。 だから、 港を見ましてヒンクーランド妬ある品目のうち、 何が一番輪出

したいのか、 そのための道1頑として、 こういうものをまf造 らね ばならぬ と

いうような見方が、 回廊の説明としては、 合うと思うのです。 翰出回廊を良
＼ 

くするとか、 政府の計画はこうだとか、 その様なことは 0 TC  Aの報告書を

見ると 、十分わかると思います。 私の言いたい事は、 もつと 「ヒ ンクーラン

ドでの問題」をかかえた人が見る匠は、 その問坦点が 「これだ」 とごず決め
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て、それが叢終港陀 どうインフラでつないでゆき、それが本当に競争力をも

つよう なインフラが設定されているかどうか、それを 1つ 1つ検討して、 初

めて言えると思うのです。それを見究めず匠、大づかみをやったら、かえっ

て人を まどゎす事妃なるか と思っているのです。

中田 どれか 1つについて、例えば、南の大豆たら大豆、大豆を港へもって

行くための具体的な点について。

北村 加藤さんはご専門なんですね。

• l::::,ンターランドと港との連結は

加藤 僕が感じた llオ・グランデ・ド・スールとパラナ、これは違うのです。

大豆は大豆でも。連邦政村は確かに色んな単をやりますけれど、無視しては

絶対にダメです。州政府は関連のないような 畢もやっていますけれど、 IC 

．
 

Mというのはそもそも州ですからね。洸金をとる為にどうしたら良いかとい

うのが、考え方の基本陀なってるんではないかと感じられる位です。おかし

な吻の見方かもしれませんが、そういう眼でみますと、 リオ・グランデとパ

ラナをならべた 2つの回廊の意味は、食い達つて来るわけです。 パラナ州の

大豆をみた場合、いわゆるカスガヴェルからでて行くラインと、 Moriup;a

からでて行くラインとは違うのです。モ l) ンガはサンパウロヘ向つて出て行

き、 カスカヴェルはボンク・グロ、ノソ経由でパラナグアに出て行くのです。

設定された回廊はそれを含んでるか と言えば、 0 TC  Aの説明妃あっ た回廊

妃は4いっ ていないのです。ですから、 もっと ここ9の大豆陀ついてのインフ

ラがどう 設定されていて、最終の港満施設妃 どう話びついているかを考えね

ばならぬこと妃なります。パラナグアというとモリンガか ら来ると思ってる

んです。 事実、 0 TC  Aのレボート妃そう 書かれている。 しか9し、モリンガ

の農家はパラナ グア匠出したら良いのか、サンパウロ vc出したら艮いのか考

えて 売るわけです。サンパウロの価格と パラナグアの1dfi格とがあるわけです。

有利な方へ もってい くのです。 したがつて、回廊がどう組まれていようと、
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農家はど ちらが有利かという 事を判断 して売るのです。だから、その全籠が

バラナガまで運ばれるものとすると、問適が出てくるわけです。それから、

例えば、 ある地城をえ らんだと して、ここから、 イン うラが本当に港た同つ

てでて行ってい るか どう か、それを具体的に調ぺた方が回廊計画の説明にな

ると思うのです。大づかみ陀言っ てしまえ ば、 0 TC  Aのものでも良いとい

う事なんです。

北村 そうい う事でしようね。まあ、 I CM  (流通税）の問題がありますか

ら、こ の回廊計画では、パラナ州の産物は、パラナグア妬も つまるという仮

定で組んでいますっそこで、 今年を見てみるとパ ラナ グア港だけでの満船が ~ 

出来る 港 じやないんですよ。 2港積みとい う事を必ず考えね ばなりません。

そしてまた、新しい港が出来てく るわけです。そ うし ますと、回廊計画の指

定港はどんどん作る。 回廊計画からはずされた港も又開発されね ばな らない。

そういったものを、どうした段階でつかまえたら良いかと 言いますと 、• こ れ

はやる 人 とも関係してきますから、なんとも言えないですね。例えば、 リオ

・グランデ港をみますと、新 しい港へ大豆がどんどん出て行く。ポーテ ン、ン

ャリティがそれ匠見合っていない。それじやどうするのか、回廊計画が完成

した時は 見合 うけれど、その閤、 どう して船積するのかと言うと「サンタ ・

カク リナ州」 の方へもって行くと言うのですね。だから、政府の考え方が、

この藷ばこれだけだ と推定して、 この量をまかなうリオ・グランデ港設備の

ボー テンシャリティはこうだと 算定のも とた、あれを作ったわけですね。 と

言 うのは、州政府、連邦政府で考えているヴォリユームが同じではないです

ね。即ち、次元が異なるといった感じです。 0 TC A報告書の最終の取扱量

の数字と違う数量が出てくるので、 困つ てしまいますね。

木下 例えば、 1つのグレ ーン ・ク ーミナルをあげるとしても、各港湾局は

連邦政府のもとで動いているわけなんです。その港湾局でキャパシティをサ

ントスでいくら、 ヴィクトリアでいくらと算定しておりますが、それは必ず

しも産地でこれだけの生産吻があるか ら、これだけのものをつ くらねければ
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ならない とい うデークとは関連性はなくて、 ただ前年の実績から考えて、 こ

れ位のキャパシティをつ くら なければならないと。ですから、 州政府が生産

と内陛部門を担当し、 諭出港は連邦政府がうけもつという事たなってはい て

も、そこらあたりの有汲的な つながりがない。

中田 だいたいわかるような気も しま すが、混乱 しますね。ただ、非常に動

いているという感じがします、その様な計画やな んか妬しても。

回廊計画の進展状況・島田 この蘭、 9月に行った時、 幅いた ことは、州政府の種浪が非常応街＾
国ですけれど、最近は連邦政府の潅限がかなり浸透 しているのです。いまの

回廊計画の話妃なりますが、実は国廊計画で日本からの調査に行ったのが昨

年 (19 7 2)の 11月、そして今年の 3月始め、 日本から民間ペースで融

資する こと が決った。そ して、 6月：疋はすでに石川島忙港の倉庫、 エレベー

クーの発注をしている わけです。我々がサ ント ス妬行った今年の 9月の末に

はほぼ完成 しているんです。サ ント ス、バラ ナグア、 リオ ・グランデ港にも

同禄な施設がつくられるわけです。そのやり方を見ていますと、資金さえで

きれば、一気妃やって しま う。その エネル ギーは、それはすごいものだと思

うのです。

●
 

ですから進路の問題に しても、今の哨出臓からすれば良いのかも しれませ

んが、 輸出が 2倍、 3倍匹なってくると、とて も話妃ならないわけです。だ

から、道路計画、 鉄道計画も あるわけですが、はたしていまおっしやる よう

に、 資金が成 くかどうか紀かかってくるわけです。けれ ども、生産の増える

に従っ て、そういう 整備が進むかといえば、 見通しは困雄ですからね。ただ、

サンパウロ 妃ついては、往復4車線の道路があり、 それに平行 して拡張計画

がたてられ、すでに半分位できています。もう 1つ新た妬移民道路というの

を建設中で、これも 6割位完成してるんじゃないですか。これは 3車線、往

復 ．6車線です。という 卓 で、サンパ ウローサント ス間の道路については、か
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なりゆとりがでる •iまずですっそういう面から見ますと、かなり政府のコン •卜 ｀

ロールも強くなつ ております。だから プラ 、ジルのやり方をみていると 、これ

は本当にゃるんじゃないかと、私は感じてお ります。

プラジルヘの怪済協力の強化

中田 それでは最後匠、 日本はいったい何を なすぺ きかたついて。

島田 遠い国ではあるんですが、世界的に資源が問題になつて くると、 プラ

ジルこそ戻産初の宝庫だと思うんです。もっとも重要な湛しま、 7 0万人の日

本人が居るという事ですね。 しかも、 日系人が政府、 あるいは経済界、い る ~ 

んな分野で 2世、 3世がプラジル国民の中尻溶け込んで活躍 している。大臣

陀なった人が出ている様に、と 妬かく 、 日本人はあの国ではかな り高い評価

をうけています。そういう信用の上 花きずかれて、 プラ 、ジル国民自身も日本

をかなり親 しい国と信じ込んでいる感じ1J>らすれば、どうして も日本側と し

ては太いきずなでもって、 プラ・ジルと結びつかねばならぬの．ではないかと考

えます。私も向う妬い た時から協力関係をより密妬 したい、 東南アジアに偏

韮していた協力を、その何佑かをプ ラジル、あるいは南米の各国陀もつて来

たいという事で、 外務省に対して もかなり強 くあ遼頁いして 参っ たのです。と

にかく、血のつながった国であり、資金を出すなり技術を出すなりすれば、

たちまち、東南アジアと違って効果が大いに現われる国だと思うのてすっ

今悛、 プラジルの酒在内エネルギーを、またその可能性を大きくのばすた

め匠、汲莱面の協力のパイプを太く して ゆく必要があると思・うのです。その

ゃり方と しては、 やはり政府ペースの協力が中心となり、民間の協力と一体．
 

となって行くぺきだと思います。具体的に 1式サンボ ンシスコ河の関発とか、

アマゾン閑発とか、色んな計画がプラジ．Jレたはあるのです。

これを政府ペース主体でゃるのですが、そのほかにさつきの 翰出回廊計画

があります。この計画の地域は比較的進んだ地方ですが、 ここにもかなり禾

利用地が多く、技術的妬も遅れてはいます。本当妬農業生産をあげるのは、
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この南部諸州です。この綸出回廊計画！て組み こま れた地域！て、でき れば各地

城どとた日本政府が、実験農場、モデル農場あるいは種子生産戯場といった

ものをつく h、また民間もその周辺に煤楊を開いて、その付近の船民妃は技

術を普及 して ゆく。あるいは、政府間協力なり、民間ベース協力なりで、サ

イロ、エレペークーなどの施設を配直 して ゆ く。そうした協力が実現さ ＇れた

いものと望んでいるのです。漠大な資金を要することなの で、夢物語りと笑

われるかも知れませんが、私自身は、そうした理想をもっ ているのです。

・世界の食濯出給司 としてのブラジルの将来'l生

． 

北村 私が プラ ジルの現状に接 したとき、 器発いわゆる開墾可能地が極めて

多いとの印象をうけま した。一説妬 よると、 世界の全耕地面禎は 35億万ha

で、 開墾可能地は 70憶万 ha だと言われています。プラ 、ジルの熱帯サバン

ナと 呼ばれている地域が中部地方に多いのですが、ここ 陀は広い開堅可能地

が残っ ていま す。

現在、 世界的に不足している穀類につい ても、その生産地を プラジル に求

めること妃は期待がもてます。さきほどから問題の、内陸輸送と喩出港の能

カのことも 、 内陸部の生産ポテンシャ l)ティーが開発される ことで、 解決さ

れてくるのではないでしようか。とすれば、島田さんのおっ しゃ ったように、

政府ベースの技術協力もさることながら、今後、晨民一体となつて開発に乗

り出すぺきでしよう。

その閑元も 、今まで東南 アジアでつまはじきされたような開発ではなくて、

現地恨lj妬 メリット をもたせるようなやり方を、最初か ら考えてやるぺきだと

感じているのです。

加藤 日系幾家の家に行ったとき 、言われたのですが、日本は食祖について

は余り心配しなさんな、 日本の食糧はやがて プラ ジルでまかなっ てあげます、

と言うのです。まんざら誇張して言っ ているのではな く、 本気に心配して 言

つているのです。
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そうしたことから、島田さんもおっしゃったように、とりあえずお金のか

かる問題、 例えば採算のあわない試険研究といった面、 こういう問題は、 積

極的陀 日本政府が原地と の協力 でやる、 例えば牛の研究所のよ うなものです

ね。そうしたも のを、で きれば世界の模範妃なるような立派なものをつくる、

という気持ちでやってゆきたいものです。

また、融資の問題とか、 設備投資の問題な どを含めた全体的計画を、 この

際、 たてる必要があると痛感してきま した。

中田 長時間にわたっ て、 貴重た ご意見を うかがつて、 大変有意義でした。

これで終らせ て頂き全す。 • . •.. • -‘’. ;.' . •. ・ • ~ 

（終り）

． 
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（寄稿）経済協力と 開発輸入に想うこと

一次晨産品を 中心としての私見

海外貨物検査諒 大高俊 ．昭

．
 

はじめに

田中首相の東酎ア・シア め ぐりで、開発協力、賢源確保の問題のむつかしさ

が、あらた妬浮き ぽ りされてきているが、基本的紀は急匠状勢の変化が起き

てきたわけではないと、考えるぺぎである。

今までよりももっと相手側の立場匠たって、周到な計画をたて、あらぬ批

判をうけないよう妬努めねばならぬことは、当然であろう。食料、飼料など

資源不足の感じられた昨年の9月頃にまとめた小論であるが、未だに資源不足の

猿境は変化しておらず、 しかもその価格は、倍 、3倍になっており、筆者の言わん

とすることは、そのまま現状匹あてはまるものと信ずるものである。開発の

ための具体的戦略の一端を知るよすがともなれば幸いである。

まえがき

国際検査機関の検査員として海外諸国を泣りだしてから、 20年近く 匠な

● ろうとしています。日本の買付けする米の積出し検査を振りだし紀、メイズ
の開発輸入：、 クビオカの輸入、その品質の改善、油料種子の増産と安定供給

の確保、それからまた油粕特匠落花生粕の安全性確保のための品質改善等々

のため匹、東南アジアからヨ ーロyパまで、各国を経巡った。いま日本妬も

どっていて、食糧不足、異常気象匹よる価格の高謄などを眼の前匹見せつけ

られて、いままで 20年の間、関係者に訴えてきたことが、間違いでなかー

たことを今更ながら痛感すみのである。それらのことを断片的匹級って、こ

の方面で活躍されている方た、少しでも役立たせてもらいたいと、敢えて想
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い出を文匠まとめた次第である。

資源の確保と輸出国の環境の変化

米の不足していた時代は、もう 20年も昔のこととなってしまった。クイ 、

ビルマ 、その上スペイ ン、 イクリ ーまで、米を求めて買付けたことは、一部

の人の昔話でしかなくなってしまった。イクリ ーの輸出米の立会いでも 、ク

ィやカンポジアの立会いでも 、売手の米屋は、私の厳格な検査（て対して、

「米の不足している日本が、なんでそんな匹厳格な検査をするのだ6 少し狂

っているんじゃないのか」と脅迫され、ねじこまれたことは、 1度や 2度で

はなかった。

．
 

こと食粉匠隣しては、持てるものの力は特匠強い。アメリカの今回の大豆

翰出規制の其意がどこ匠あるのか、明確ではないが、ともかく翰入しなくて

はならない輸入国の立場は全た＜弱い、のー語匠つきる。クイが早速、輸出

米の規制を打ら出しているが、過痢米の苦しみを永らく味わった日本として

は、 「食糧の生産園は 2年も 5年も輸出規制することは出来ない、いづれは

頭を下げて〈るさ、またその国の農民がだまっているはずはないさ、国内価

格の券落で、国内不安の起きることは必至だ」と見ているが、たしか匹この

見方は一面正しいと思う。しかし、食租の生産が、 3~ 4年匠わたって不良

であったらどうなるであろうか。考えるだけでもぞっとするのである。

たしか匹日本は、お米の 1千万トンは確保できれば、あまりあわてること ~ 

はないとの安心感はある。しかし、最近の調査では、ここ 2~ 5年、米作を
やめた水田の 2~ 3割はもう水田匠戻らないと言われており 、手離 しで米自

給説を信用してよいかどうか、いささか疑問である。

小麦匠ついても 、学童給食で、バン食が普及し、日本人の食生活匹は 9、・;,」ヽ

麦なしの生活は考えられなくなってしまった。今更、国内小麦の増産を計っ

ても 、その 1割を充足することは容易でない。大麦、てついても 、押麦を知ら

ない子供が多くなったが、 ピールや飼料や麦茶の原料位匹しか思われず、そ
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の増産などは論外の沙汰である。

主食ばかりでなく 、エピの天ぷらが、その素材のすべてが輸入物匠なった

り、マグロやカツオでさえ、すべて外国産匹なった。消費の伸び出した肉類

が、輸入匹たよらないこと尻は、国民の消特塁をみたしえないということを

考えると、一体どうすればよいのだろうかと、其剣匠考えざみを得ないので

ある。

．
 

要する匹、無計画匠お金さえ出せばなんとかなるさという買い方から、

歩前進した、相手国との相互理解匹よる沓源の安定砕保ということが、絶対

匠必要匠なってくるのである。

我国！疋おIハて棉実種子の油は、マヨネ ーズの消費増大で、異常なほど需要

増となり 、 50万 トン近い原料輻入が必要妃なってきたのであるが、輸出国

が年々その国内で搾油すること匹なり 、買付け出来る相手国が、追 減々少し

てしまい、今では 15万トンの原料確保も困難なのである。不足分は油で輸

入すること！てなり 、日本の搾油業者はニ・重、三重匠苦境匹追いやられている

のが実情である。

ヒマジ種子陀ついても、似たような傾向妬あり 、原料価格は今まで 15 D 

米ドル程度のものだったのが、 60 0米 ドル匠なっているのである。主な相

手国であるクィは、年 そ々の生産は縮少傾向であり 、これまた原料種子の手

当がむづかしい環境匠ある。いろいろ事情はあろうが、援助よりは貿易を・（買付けを）と言われるよう匠、一定量の買付けを保証することが、有効な
安定確保の近道であるが、日本政府のグロ ーバル買付方式論で、買付協定的

なものは許されず、独りキャスク ー（ヒマ）搾油メ ーカーだけが、苦しい立

場匹悩んでいるのである。

メイスWてついては、すべての引き合い匹、クイの開発輸入の成功をとりあ

げられているが、昭和 30年の始めは、買付婿 5万トン匹対し積出量 1万ト

ン、しかも 1 0 %の欠減で、9 0％の事故品という全くさんたんたる状況で

あったのである。こうした事情も 、その後の輸出入業者の努力匠より 、また
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我々検査機関も 1枚加わった協力で、現在の 20 0万 トン台の生産を可能匠

したのである。ビルマ、カンポ＇、ジア 、イン ドネ、ンアなどでも 、これが確保の

ための努力はなされているが、ついぞ成功妬は程速い最近の事情である。

コロンプスの卵ではないが、結果で判断されるような容易なものではなか

ったことを強調 したい。夜も寝ないで輸出適品の選別をしたり 、地方産地を

回って乾燥法を指導したり 、言う匹言われない努力の積み重ねであるこ とを

認めて欲 しいのである。何度かの契約不履行匹よる日本商社の損失など、い

やな 、苦しい過程もあったが、 よくこれを酎えてきた日本側の努力も、特筆

大書されねばならない。

クイメイズの場合、メイズは作りさえすれば、買ってもらえる といった安

心感が、盤民の 1)、、 1人妃浸透し、この大増産となったことの大きな要因で

あることを銘記すぺきである。しかし 、日本匠だけと思っていたクイメイズ

は、．今ではクイワ ン、イクリ ー等へ約 5 0％が出され、むしろ日本は頭を下

げて買わされている現状である。これは、・クィ米匹対するクイ政府の強い力

と実匠すばらしい商略とを、メイズ匹応用したと思えば、十分理解出来るの

である。安〈ても他国匠売れ、そしてその多い相手国を上手た利用して、上

手匹実をとってゆ〈というクイ商法は、まこと匠みごとである。

モヤシ用の緑豆やプラ ックマソ ペは、主匠ビルマから輸入されていたが、

．
 

日本側の要請とクイ側の努力花より 、今ではクイからの輸入が、む しろ主 と

なってき ている。このことは、 日本側モヤヽンメ ーカー死とっては、誠匠有利 ~ 

なこととなり 、諸原料暴謄の渦中匹あっ て も、ひとり安定価格を維持してい

るのである。供給のソ ースを安定かつ多元化すること 、これは 日本のよ う/9な

輸入国匹とっ ては、絶対不可決の要件である。

オゴ（ 海髪） という 寒天の原料爬なる海草が、クイの南部、ソンクラの近

くから日 本向け匹輸出 された こと があ る。僕係者の努 力で月 10トン位安定

輸出されるか冗みえたが、競争の菊化匹 よる 乱獲で、 根こそぎとり つく され、

しかもそこを製っ た台風で、残念なが ら、今ではもう み られない。 ソンクラ
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．
 

で船を借りて、その産地を見学したが、思えば惜 しい話である。

日ソ漁業交渉、鯨の捕猿制限、大西洋のマ・グロの不漁、さら匠サラワクか

らのサゴ澱粉の輸入縮減など、無計画な輸入．の増大は、天然賢源の枯混とな

り、国際社会の一員と して、 絶対許されないことである。計画栽培、計画輪

出匹よる無限匠つづく輸出入閑係を、一部の不心得者や拝金主義者匹よって 、

根絶やし匠 しないよう 、格別の配應が必要であろう。ラワン材、チー ク材の

ようた、成長までVC5 D年から 1D D年もかかる原木を、数年（て して根絶や

し匹するような買付けは、戒めねばならない。

ともか〈 、輸出生産国も 、年 人々口は増加し、＇産業（工業 ）も拡大され、

今まで輸出していた原料を国内で消費 し、 また加工することとなり 、いわゆ

る一次産品のままの駒出の絶対饉は、年々減少傾向vcあるのである。また国

内の産業保護のため匹、搾油原料等匹ついても 、安定輸出は規制されるよう

匹なることは必至であろう。そうした点で、好むと好玄ざるたかかわらず、

一次南品の買付けは貨的匹困船たなり 、価格は上昇傾向をとることは必至と

言わざるを得ない。こうした面を考えても、計画輸入、安定確保のためのテ

コ入れが絶対必要であることを痛感するのである。

クイあたりでも、砂糖工場や澱粉工場の公害問題か詮議されてきている。

それらの製品価格が、公害対策費を折りこんで上昇することは必至である。

これらの面でも技術協力のための課題がありそうである。ともかく 、一次産

● 鯰買付けは年々むづかしくなることは間違いない点である。

商品化のための努力

農産物が生産されたことと 、輸出されたこととは、全く違った意味が含ま

れている。輸入国の利用目的匠合致された形匠作られ、輸送や貯蔵匹耐える

ものとされな ければな らないのである。農業生産が大規模で、横械化され、

一定品質の規格化された、先進国の産品であれば、比較的問題も なく、 輸出

商品となし得るが、東南アジアやアフリ カの よう匠おくれた農業国の場合は、
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ー農家毎匠、品種や選別の違うことが多く、加えて中間業者匹悪徳商人が介

在したりすると 、石や士砂の混入したもの、 10 0 キ ロ •あるはずのものが 8 D 

キロだったりすること冗なり 、輸入業者匠とっては、本来の目的匠使えない

ものをつかまされ、大損害をうけることも少くない。

前述のクイメイズの場合も、こうした問題の〈り返えしであったが、最近

はサイ ロ、乾燥機が設置され、バラ輸送も可能匠なり 、やっと国除商品の仲

間入りが出来たというのが実態である。 品質、重雄、包装、価格等で、国際

商品とするまで匠は、多 くの関係者の努力と 協力が必要なのである。クイメ

イズの場合でも、旧来の供場から 出るものが、一番品質が悪く 、積出しを拒

否されるケ ースが極めて多かったこともあるが、農業技術者が生産菌の増大

を考え るだけでなく 、商品化のための努力と知識をより以上匹持って欲しい

と思うのである。

ウル 、ンと称して、全くウルツと違う樹脂を持ちこんだり 、英や般のついた

ままの穀物を、当然のよう匹輸出しようとしたり 、商品化匹対する事前の打

合せ、指導などがなされていなかったばかり匹、大損害となり 、事後の計画

は総 くずれで、全く失敗尻終った例も少なくない。

特匠パナナ匹ついては、船積前匹黄熟していて、全負積出しを拒否され、

バナナポ ートは空荷で引き あげた という、笑えぬ悲劇のあ ったことも 、記憶

匹なまなましい。

． 

アルコ ール原料用として輪入したクイのクビオカチ ップ（切り ぼ し）は、 ~ 

茎との付け根の部分が木化していて、糖化しないばかりか醗酵クンクのパイ

プをつまらせてしまう。われわれは多くの検査員を産地匹配置し、ハンドピ

ックで、その木片をとり除いて、日本向けのグ レード妬し、自信を以て輸出

したことも 、今はなつかしい思い出である。

糖密も最近は多揖匠輸入されているが、メナムの河水を混ぜ、醗酵させて

しまったり 、不正と無智尻よる事故が絶えなかったが、今では、輸出用の専

用クンクができたので、ずっと安心出来るよう匠なった。
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バングラデッ、ンから輸入されるジュートは、麻袋製造など尻不可欠のもの

であるが、最近では、クイのケナフが割安であることから 、多嚢匠輪入され

るよう匠なった。 しかし、河で醗酵条IJ皮して精製されるものだけ匹、精練不

良品や乾燥不充分のものも多く 、現在Q地位を得るまで陀は、幾多，の品質ク

レーム匠よる損害で関係者は泣いたのである。より安全な恋晶としての農産

．
 

物を作り出すまでの農民の努力は、実匠大変なことなのである。

商品化のための費用を考えず匠、農民の生産骸をもって、輸出価格とした、

慣れない輸出業者の悲劇は、数え切れないほど多いのである。翰出不適品の

山をかかえて、国外逃亡までしかねないこともある点を言いたしておきたい。

商品化のための努力と口では言えるが、この部面での専門家は少なく 、 と

かく無視さ九がらであるが、商工会議所の仲裁や保険会社のお世話匠なって

いるケ ース（てつーいて、いま一段と研究してみる必要があろう。

技術指導匹は、商品化のための指導は絶対不可欠であることを強調したい。

契約等も漸次近代的な方法がとられるよう匹な へたが、検査の実態は、仲々

匠近代化される匹は時間がかかることも強調しておきたい。

輸入買付けの保証と商品価格の変動

すで匹ヒマ、ンのところで述ぺたが、日本のメーカ ーが絶対必要のものであ

へても 、 日本政府の指導もあり、買付け協定は許されていないっ

● ところで、売る側匹とってはどうであろうか。輸出のため匹作ったから匹

は、是非これを引き取って貰わなければならないのである。輸出商品が大最

匹生産された後匹、買手から他国のもっと安いもので、必要輩はみたされた

から 、もう必要はないと言われたらどうであろうか。売手側匹とってこそ買

付け保証は必要なのである。

クイでは、ラミ ー、 マイロ 、プラ ックマyぺと相ついで 日本側の無責任（？l

匹より 、痛い目にあっているので、買手が増産を要望しても、容易匹のって

こないこと妬なっている。キ ャスク ー（ ヒマ ）のよう匹、他国からどうして
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も買付けの出来ないもの匹ついては、日本側も度遣のある所を見せ、一定鵞

の買付け保証くらい許してもよいのではないだろうか。

ともかく 、買う側匹とっては、安値で、しかも安心して買付けできる相手

国を、沢山育成しておくことが不可欠である。売る側匠とっても、今年は他

国品で埋めますでは、安心して作物を作れないわけである。これらの面で、

世界の中の日本として、今一度、各品目の輸出入関係を総点検してみる必要

があるのではなかろうか。

クイの大豆の増産も、日本側の指導匠より緒匠ついだが、 クイ側から輸出

規制をされてしまうようでは、いささかつき合いが悪いとみるほかないであ

．
 

ろう。

雑豆（小豆、インゲン、エンドウなど）匹ついても、世界各国から買付け

られているが、何時どこで、ビルマやアメリカから買付けられないこと匠も

なりかねないことを考えあわせれば、いま少し安定した固定輸入国を育成し

てお く必要があるのではないか。こう考えるのは、筆者 1人ではあるまい。

木材、澱粉、油料和子、雑豆など、国民生活爬不可欠のものが、しかもそ

の大部分が、輸入妃依存しているのである。委託栽培、買付け協定は高くな

ると 言われるか、これら資源の長期的安定確保ということを考えれ注＼＇• 今少

し、安心のおける輪出入関係を持つぺく 、何等かの国際交流かなされてしか

るぺきものと思われる。

民間ベ ースの開発輸入が、各種の品目匠ついてなされているが、国際価格 ~ 

の変動匠邪賤され、やっともの花なった時匠は、世界的匹価格募落となり 、

切角作らせたものも 、引きとることも出来ず、あえなく 5~5年匠わたる計

画が、失敗匹終った例も少なくない。

国家的観点匹たっ て、 必要音椋の確保のため匹は、備蓄とか、利子補頃と

か、何等かの安定確保のテコ 入れをすることが必要なのではないだろうか。

売手国として も、買付けの保証のない、 もうけの少ない一次産品を、何時何

時までも 、日本のため匹供給して くれると、誰が約束して くれるだろ うか。
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考えれば考えるほど、不安な気持ち匹ならざるを得ない。開発公団の構想

など，誠匠時を得た動きであるが、その運用のむづかしさを痛感するもので

ある。

むすぴ

経済協力は、紐つきであってはならないと言われる。こと農産輸入品匠つ

いては 、その長期安定確保という面で、より紐つきであっ て よいのではなか

ろうか。新た匠新品目を開発拾入することなどは、容易ではない。・インドネ 、ンアその他で、商社ペースでおこなわれているケ ースもあるが、
ピJレマのバク ーピーンやクイのケ ナフ、クピオカ 、ヒマ・ンなど匹ついては、

技術面でも、経済面でも 、今一度再検討して、我国の原料資源確保の面で、

何等かの協力と理解とが、相互に必要なのではないだろうか。アメリカな

ら陳情これつとめれば、なんとかしてくれるかも・・ ・・・と甘い見透し匠立って、

すべてのことをおし計ってよいものだろうか。まさ匹世は「国難来たる」の

感である。

自分のことは自分で考えてゆこうとしても、熱帯産品のよう匠、日本では

どう匹もならんもの爬ついては、その安定確保のため匹、より一歩前進した

国際関係が必要なのではないのか。海外技術協力事業団 、JETRO等々も、

これらのことを漸次考えてき つつあるよう匠みられるが、残念ながら 、今一

● 鯰つっこみが必要と思えてならない。
極めて身近かな問題匹ついての、近視眼的見方かもしれないが、これら匠

ついて考えておられる一部の識者の共感が得られれば幸いと 、あえて一文を

まとめた次第である。アメリカの栽制や大巾の米価値ヒげ等々大事件匹は違

いないが、これらと同じ 1枚石妃乗っている如上の諸問題たついても 、今一

段の検討と反省とを願っ てやまないものである。

米、麦、大豆と最の多いものたついては、それなり関心 も保護もな され よ

うが、量的匹少ないが、それが国民生活匹不可欠のもの匹ついては、何はと
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もあれ、ここらで一度、供給の安定度匹ついて再検討の要ありと痛感するの

は、筆者 1人ではないと信ずるものであ る。 9 7 3 . 8. 2 6。（筆者は

昭和 2 4年匠農林省食糧研究所匹就職後、昭和 50年から 48年匠わたり、

クイ 、 ビルマ ヽ ベトナム 、スペイン 、イ クリ ー、 カンポジア、 インドの各国

で侮外貨物検査K.Kの駐在員として、貨物検査匠従事されたベテ．ラン、現

在は同社大阪支店、支店長代理）
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（資料）オイルパーム栽培事業について

野村海発事業諒開発課佐々木正賞

はじめに

“第三の油脂”として注目を集めているバ ームオ イルの日本への輸入最は

近年急激匹増大 しており、昨年はついVC1 0万 トン の大台vc近づくまで匠な・っている。一方、パームオイルの生産も マレージアを中心匹急激匠伸びてお
り、 19 7 2年のマレ ーシアの生産蘊は 73万トン匹も逹する匠至った。し

か し、今日 油晉源は世界的不足傾向匹あり 、高油脂生産性を持つオイルパ ー

ムの重要性は今後ますます高まることと思われる。ところが、オイ ルパ ーム

農園開発は多大の資金と長い年月を必要とする長期プロジェク トであり 、今

日こそ日本も長期的観点匹立ってオイルパーム農園開発匠参加すぺき時期匹

来ているのではなかろうか。そこで、オイルパーム栽培事業を立案する匹先

だって考えねばならない 2 • 3の点↓てついて検討した結果を報告する。

なお 、一口匹オイルバーム栽培事業と言ってもその内容はすこぶる複雑で

あり 、私のようなものか少しばかり机上研究しただけでとうてい充分な理解

が出来たとは思えないが、日本で可能な限りの資料と文献をもと妬オイルバ

● -ム栽培事業を考えて見在したので、皆様の豊かな御経験忙基づ く御批判が
いただければ幸いである。

オイルパームについて

オイルパ ーム はアフリカ原産で学名を Eli:ieisis,gunineensisと言い、

現在果実の She11の厚さ匠よって 3つの変種、つまり厚い Sl:ellで薄い果

肉を持つ Dura種、 S:t.e11のほとんどない厚い果肉を持つPisifera種、そ

れに両者の中間的性質を持つ Tenera種匹分類されている。

-39-



オイルバ ームが始めて東南アジア匹導入されたのは、 18 4 8年、イン ド

ネシ アのバ イデン:f)レグ （現在のポゴ ール ）植物園匹移植された 4本のオイ

）レパ ームであった。しかし、栽培作物としてではなく庭木や街路樹など観賞

木として普及した。それが 19 1 0年の油価の高騰で注目されるとしろとな

り、 1 9 1 1年妬ペルギ ー人匠よって企業的栽培が始まった。その後、こ の

オイルパ ーム(Ve]i Dura種と呼ばれている）は Dura種でぁる力［アフリ

カDuraより果肉が犀＜油脂生産性匠おいてはるか（（C優れていたことが幸い

し、またゴムの価格の下落匠よってォィルパ ーム栽培事業はいらじるしく発

朕し、 19 3 8年VCはスマトラで約 9万ヘクク ール、マラヤで約 5万ヘクク ー

ルのオイルパームの栽培が行なわれる妬至った。しか し、 第二次世界大戦を

迎えオイルパ ーム栽培事業はかなりの後退を余儀なくされた。戦後マレ ージ

ァでは人造ゴム匠圧迫されたゴム栽培事業の後迭冗伴なってオイルパ ーム栽

培事業が注目を浴び、また 19 5 0年代匠な って高油脂生産性の新品種（厚

い呆肉と 悪い Ste11を持つ Tenera種）が発見され、オイ）レパ ーム園の更

新やゴム園のオイ）レパ ームヘの改柏が進み、 1 9 6 0年代匠なって FELDA

を中心とした新規臭園開発が積極的匠行なわれるよう匠なった。その結果、

1 9 7 2年妬は 45万ヘククール冗オイルバームが植栽され 73万 トンのパ

ームオイルを生産する匹至った。一方戦後ィンドネジアは長く独立戦争が続

き、また 19 5 5年匹はオランダ｝塁園の接収国有化が実施されるなどオイ

•I 

ルバーム農園の復旧が遅れ生産量はいらじるしく後退した。しかし、1960 -

年代後半匠なってオランダ系以外の農園の器放や世界銀行及びアジア開発銀

行の融贅匠よって PNP(国営農園）の復旧が行なわれるよう匠なったが、

1 9 7 2年現在、その植栽面栢生産泣共妬戦前の水準匠回復したに過ぎない。

オイルバ ームは果肉から搾油されるがパ ームオイルと Stellの中のKernel

から搾油されるパムカ ーネルオイルの 2種類の油脂を生産する。パ ームオ イ

ルは明るレオ レン、ジ色をした カロチ ンを多量 （50 0~7 O O ppm )爬含む油

脂で、その主な脂肪酸組成はパルチ、ンン酸 （飽和脂肪酸 ）とオ レイ ン酸 （不
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飽和脂肪酸）であり 、パ ームカーネルオイルは粘性の高い無色の油で、その

主な脂肪酸組成はラウ リン酸 （飽和脂肪酸 ）である。パ ームオイルの品質は

その遊離脂肪酸 (FF A)の含有率で判別され、普常 5伶以下であることが

必要である。

パ ームオイルの用途は従来主として石ケン 、マ ーガリン及び食用油の原料

であったが、最近は飼料の添加物、菓子やア イスクリームの原料、圧延油、

さら匹、防水剤、レーヨン、ロー ソクの原料となる脂肪酸の原料として需要

か増大している。また、パームカ ネ）レオイ ）レ用途も従来主として石ケン、マ

● -ガリ ン及び食用油の原料であ ったが、物理的化学的性質がココヤジオイ ル
匹似て固化 しやすく脱色しやすい油で、最近はピスケットや菓子の原料、洗

剤の原料Ifeなる脂肪エステルの原料及びエポ キツ系や マルギド系樹脂の原料

となる脂肪該の原料とし て需要が増大している。

．
 

オイルパームの高油脂生産性

オイルパ ームは数ある油脂作物の中で単位面栢当りの油脂生産性が最も高

い油脂作物である（表 ー1参照 ）。 Deli Dura種は油脂生産匠おいてアフ

リカ Dura種よりはるか妬俊れており 、オイルパーム の企業的栽培が 19 1 1 

年匠始まって以来、数千万本が栽培されて来たが、そのヘクク ール当りの油

脂生産藷は トン 前後であ った。しかし、 19 5 0年代後半たなっ て高油脂生

産性の新品種(IJeliDura種 とPisifera種の一代雑種である厚い果肉と薄

Table 1. T:te production of Oil and Fat crop 

( per Hectare, Oil and Fat Equivalent)  

Oil palm .......................................... 5,0 0 Q. Kgs. 

cottonseed....................................... 200, Kgs, 

Soy bean ・・・・・・・・・・"・""''""・・.................... 
Sunflower.......................................... 

280, Kgs, 

3 5 D.. Kg s. 
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Sesame 4 0 0. Kgs. 

Peanut 6 0 0. Kgs. 

Rapeseed 9 0 0. Kgs. 

Caster 1, 2 0 0. Kgs. 

Coconut palm 1, 4 0 0. kg s. 

い Stellを持つ Tenera種 ）が発見され、また搾油効率の向上冗よらてそ

のヘクク ール当りの油脂生産菫は約 5 トン匹達している。これは、大豆の

1 8倍、ゴマの 12倍、落花生の 8倍、ナクネの 4倍、ココヤ、ンの 3倍の油

脂生産量匹なっており 、さら匠、将来オイルパームは 7トン位まで生産量が ~ 

増加するだろうと予想されている。このオイルパ ームの高油脂生産性は、今

後人口増加や食生活改善匠伴なう人類の重要な食種である植物油脂の需要増

大匹対して、オイルパームが最も有効な油脂供給作物であることを意味して

いる。加えて、世界的エネルギ ー危機の今日、オィルバ ームが有効な太陽工

ネルギ ーの“カンズメ’'製造装置の板能を担う日が来ないとは言えな〈なっ

ているのではなかろうか。

油脂の生産及び需要動向

バームオイルの主要生産国は 、マレ ーツァ、ナイジェリア、インドネツア

及びコンゴの 4カ国であり 、 1 9 7 2年の世界のパ ームオイルの総生産輩は

2 4 0万 トンで過去 5年間匹ほぼ 2倍匹なっており 、上記 4ヶ国で世界の ~ 
7 0 %以上を生産している。特匹、マレ ージアの生産量の伸びは大きく 、

1 9 6 4年冗は 1 3万トン爬過ぎなかった生産量が、 19 7 2年匠は 73万

トン 匠ほ院 6倍匠 なっており 、世界の総生産量の 30 %以土を生産する匹至

っている。これは 19 6 0年代より積極的冗行なわれたオイ）レパ ームの更新 、

ゴム園のオイルパ ームヘの改植及び FE. L LJ A を中心とする新規晟園開発の

成果であり 、今後さら匹飛躍的冗増大することが予想され・-Cいる。 19 7 1 

年夜で世界第一位の生産国であったナイジェリアは 自給的生産が強く 、その
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生産量は停滞している。また、戦前の最大のパ ームオイル輸出国であったイン

ン ドネジアはpN p (国営農場 ）の復旧が進み戦前の Vベル匠逹したといえ

ども、今後かなりの外国音本が投下されねば、飛躍的生産量の増大は期待で

きない。さら匹、コンゴは戦前よりプランテェー・ン ョン方式で栽培されて来

たアフリカで唯一の生産国であるがその生産儲は停滞している。従って、今

後バ ームオイルの生産董の増大が期待できるのは、マレ ージアとィンドネッ

アだけであるか、今、仮匠、過去 1D年間の生産撼地加率（ 5.5 %)が

1 9 8 5年まで続くとすれば、 1 9 8 5年のバームオイルの生産揖は 38 D 

● 万ト ン匹達すること vcなる。
さて、 19 7 2年の世界の総油脂生産蓋は油換算でtt,3 D D万トンと推定

されており 、パームオイルはその 5u,bを占めている侭過ぎない。また、図ー
(]¥ 

1匹見られるよう匹、油脂資椋の中で生産量が大きく増加しているのは食用

植物油脂（ 4%）とヤン類油脂 (5伶）で、動物油脂（1.5 %)はその伸び

が鈍っており 、工業用油脂と水産油脂は近年その生産量が後退しており 、油

脂全体の過去 1D年間の平均増加率は 5物である。そこで、この増加率 5伶

（ナクネ 81,、大豆 5.5呪、オイ）レパ ーム5.5 %である ）が 19 8 5年まで

続いたと仮定すれば、 19 8 5年の総油脂生産蘊は 5,7 D D万 トン匹なり 、

その内、バ ームオイルの生産最は 38 D万 トンで、総油脂生産籠妬占めるそ

の割合は 7Of, V[なる。一方、油脂の需要動向を先進国、開発途上国及び共産・諸国別冗見ると消費揖の伸び率が最も大きいのは開発途上国で 19 5 D年以
降年率 6吼の割合で増加しているが、 1人当りの消費輩は 6キロ以下で先進

国の消費鵞の 1/4冗も及ばない。先進国では 1人当りの消費菫の伸び率は小

さく 5死以下侭なっている。また、共産諸国の油脂消贅量は世界の 1/4を占

め、 1人当りの消喪益もかなり増加している。そこで、 19 7 2年の推定消

費量を先進国 2.D D D万トン 、開発途上 国 1,1 D D万トン及び共産諸国

1, 2 D D万トン合計 4,3 D D万トンとし、年間の伸び率を低くめ妃考え、そ

れぞれ 2% 4 %及び 4%とすれば、 1 9 8 5年の予想消費籠は先進国 2,6 DD 
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Fig, 1. World production of Fate, Oi], and 0-il.seeds. 
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801.irce Soy bean IJi ge st Blue Book, Maret 197 3を筆者図化
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万トン、開発途上国 1,8 D D万 トン及び共産諸国 2.D O 0万トンで合計

6, 4 D 0万 トン匹達すこと 匠なる。結局、 1 9 8 5年VC7 0 D万トンの油脂

が不足すること匹なる。今仮冗、現在総油脂生産撒の 5% V(過ぎないパーム

オイル生産量を 1D呪匹増加させ不足油脂量の 3D呪をカバーすること匠し

ても、現在マレーツアで開発か予定されているものを除き今後 10年聞匹

5 D万ヘクク ール以上の農園開発が必要である。さら匠、パ ームオイ ルはコ

レステロ ールか少なく 、カロデン含撮が多 く、従来マ ーガリ ン等匹多量匹用

いられて来た動物油脂を植物油脂であるパ ームオイル匹置き換えることは有

益であ り、加えて、気象条件や社会状況等冗よっ て生産戴の左右されること

の少ないパームオイルの長期安定的大量供給の実現がパームオイルの用途開

発を刺激し、パームオイルの分別技術の革新ととも匠次 々と新 な用途開発が

進んでいる。

以上述ぺた事実より 、“第三の油脂 ”という パ ームオイルの位籠づけは全

く正しいものと言えるのではなかろうか。

パームオイルの市場価格と生産原価

パームオイルと他の油脂の消費地価格を比較して見ると表 ー2の通りであ

る。

Table 2. Fats and oils import prices (Average of 1970-72) 

．
 

Item 
Import price 
(c. i. f. per Ton) Remarks 

じastoroil US $ 395 Brazillian, lf6.1, bQ l~ nearest 
Bur咋ean ports forward st.ipment 

COCODQt oil us $ 331. Sri Lank,;, 1f/J(net), bQl~ 
，， nearest, c.i,f, 

じottonseedoil US$ 378. cr.inese & Sudance, bul~ 
''nearest forward stipment; 

C. i. f. 
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Item 

C:l-roundnut oil 

Linseed oil 

Olive oil 

Import price . Remarks 
（り．i,f,per Ton) 

US$ 416. Nigerian & Cl-ambian, bulk, 
Eurol)ean ports nearesr forward sr,ipment, 

C. i. f. 

US$ 209. Argentine, dutiable, bulk, 
United Kingdom nearest forward stipment, 

C. i. f. 

US $ 798. Tunisiaq edible, 11{4 drums, 
Europe1:1n ports c.andf. 

us $ 9 0 7. 
United States 
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， 
palm oil 

Soyber.1 n o i 1 

Tung Oil 

Lard 

Tallow 

W.tale oil 

us $ 2 4 7. 
、I

us$ 241. 
、I

us $ 245. 
Norttsea ports 

us $ 27 7. 
European ports 

us $ 3 26. 
，， 

us $ 369. 
Germany 

US $ 262. Arnericaq prime, s t e~ in bulk, 
United Kingdom nearest forward stipment, 

C. i. f. 

us.$ 1 7 Z 
United states 

US $ 193. Grade 2. loose, ex factory, 
United kingdom London,Wr.olesale price. 

us$ 241. 
European ports 

Edble, impored, durm& New 
York. 

Malayan, 5喝 bulk,nearest 
forw1:1.rd st.ipmen¥ c.i.f, 

Surnlitre, bulk, nearest 
forward st.iprnec t, 5花．

Zaire, c.i,f. 

Any Origiq bulk; ex tank, 
nearest forward・ sr.ipmen¥ 
c.i.f.Rotterdam 

C.t.inese & soutr. American, 
bulk, Nearest forward 
s r. i pm e n ¥ e x t an k, c. i. f. 
roterdam. 

American prime, stean import.  
pr:lce, c. i. f. Hamburg. 

Bulk; f,O. b.New York. 

Crude, bul~ c.i,f,Rotterdam, 
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Item 

Fisr. oil 

Import price. Remarks 
(c.i.f,per Ton) 

US$ 210. Pervian & ctilean, semiref 
European ports semirefined, nearest forward 

stipment; c.i,f, 

Source:" FAO Montt.ly Bulletin of 
Agriculturlil Economics & Statistics. 

．
 

次花、パームオイルと代表的油脂大豆油及び牛脂の主要な生産地の FO B価

格の推移を示す と図 ー2の通りである。

．
 

-4 7-



卜 ン 当 り
rへゞ
可
/
¥
J
I
笠
賃
1
シ
ー一

;烹
,
I
~

冨
9

9
.
 

:
 
:
、
―
:

xへ
"
 
r
.
,
 

:
 

た員ン•
J
賣
翼
．ヽ
；

；円●~
.,,\
_
 
_.
..
_ 

••
 /
 

}
¥
 
I
 

ft•
し

レ•1f
’
‘
＂
員
．
2"
：
貞
そ
．
 ^ー

＇ 
メ

．
、
ロヽ
r
・ガ

そ
• 
9

盲

．
 

—·~
 --
-
-

＼
ん
ダ
9ウ只
:"
,.
:

重

9  . .  

｀  ， し ．

u  

『

｀  皐 ． ＇

ー 4 8 ー

( U S $ )  

門 ー 1 | 』

5  
1 0

 ー

50
-

P
a
l
m
 o
i
l
 
S
in
ga
p,
o
r
e
:
.,
 

S
o y
b
e
a
n
 
o
il
 
U
n
i
t
e
d
 
S
ta
t
e
s
;
 

T
a
l
l
o
w
 

19
 

ー 6
r J  ー

5

I
 
I
 
I
 I
 

56
 
57
 
I
 
I
 

58
 

I
 

I
可

•T
I
 -
「
寸
―
-
I
I
 

ぅ
9
60
 
61
 
62
 
63
 

U
n
i
t
e
d
 S
ta
t
e
s
:
 

「
I
I
 

6
4
 

I
 
I
 
I
 

65
 
66
 

W
h
o
l
e
s
a
l
e
 
p
r
i
c
e
s
,
 
f.
o.
 b
. 
S
i
n
怨
p
o
r
e

D
o
m
e
s
ti
c,
 
c
r
u
J
e,
 
T
a
n
k
,
c
a
r
s
,
 
f
,
o
.
b
.
 

J.:
j
d
w
e
s
te
r
n
 m
i
l
l
s
.
 

B
u
l
k
,
 
f.
o
.
b
,
,
 
N
e
w
 Y
o
r
k
:
 

I
 

67
 

'「
7
 7
-
T
ー・
「
7
-
1―
可
―
T
-
1

• 
I
 

68
 
6
q
 
70
 
71
 
72
 
73
 

S
o
u
 r・
 
C
 e
 :
 I•'
A

し）
M
O
n
t
ll

l.
y
R
U
l
 I
 e
t
i
n
 o
f
 A
p;
r
i
c.:
u
l
 t,
u
r
a
l
 

郎
（
）
）
1
u
m
i
c
s
S
r
 
s
t
a
t
i
s
t
i
e
s
筈
者
図
化

．
 
．
 



1 9 5 5年から 19 7 2年までの過去 18年間のパームオイルのトン当り

の平均値は米ドル 20 5. 大豆は米ドル 23 3. そして牛脂は米ドル 16 1であ

り、パームオイルは大豆妬比して価格変動の少ない油脂であるが、ベームオ

イル価格は大豆価格匹よっ て変動するところかある。たとえば 19 6 8 -

6 9年の油脂価格の下落はアメリカ産大豆の増産匹伴なうものであり 、また

昨年来世界的な油脂資瀕の不足、特匠アメリカ産大豆の輸出禁止、異常気象

匠よるソ連のヒマワリ 、フィ リビ ンのコプラ、インドやナイジェリアの落花

生等の大減産妬よって他の油脂と共匠パーム オイルの価柊は急上昇し 、去年・までの価格の 2倍以上のペ ース 匠移行したか侭．見える。特た昨年 8月と 11 
月匹はジンガポ ール FOB価格史上最高のトン当り米ドJレ 57 0を記録するた

至った。一方、パ ーム オイルの生産原価はイ ンドネシアの pN -p (国営農場）

やマレージアの旧エステ ート でトン当り米卜．Jレ 80~1 0 0.マレージアの新規

エステ ート でトン当り米ドル 10 0~1 2 0と言われている。しかる匹、現在

パ ームオイル価格よりかなり低い牛脂の生産原価は米ドル 14 0~1 5 0と言

われており 、パ ーム オイルは市場価格弾力性が高く 、今後も高収益性が期待

出来る。

オイルパームの特性

オイルパームは永年生単子葉植物であり、成長点が樹幹の頂点で樹冠の中

● 心匠ただひと つしかなくほとんどの熱帯植栽作物、たとえばゴム 、ココア
パイナップル等のような栄壺繁植が出来ず、現時点では種子妬よ る繁植が唯

ーの方法である。従って緊殖匹多大の費用と優れた技術を必要と し、また選

抜や育種が非常匹困難で長い年月を必要とする。しかしオイルパームの企業

的栽培が始ま ってわずか 6 0年足らず、その間匠第二次大戦があり戦前行な

われていた選抜は中断され、オイ ルパ ームはほとんど品種改良の手の加わっ

ていない作物で今後の品種改良匠より 、現状でも高いオイルパ ームの油脂生

産性がさら匹高まることか期待出来る。それは図ー 5匹示したオイルバーム
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農園の収量分布からも明らかである。
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Malaya" 

現在、オイルバ ーム の種子は高生産性が認められている Deli Dura種と

Pisifera種の一代雑種(Tenera種 ）の種子がイ

の研究所や育種業者より購入出来る。

ンドネ 、ンアかマレージア

オイルパ ームが前述した高生産性を発揮するようになるのは植付後 7~8  

年間必要である。

一定でなく 、

オイルパ ームの種子は硬い She11で被われており発芽が

オイルパ ームは品種改良が進んでおらず、特妃 Ter.era種を用

いる場合は崎型などが多く出現するのでそれらを選択し、初期生育を促進す
．
 

4ヶ月苗床で注意探く育成しなければならない。戦前は圃

場育苗 してい たが、最近はポリバ ックや竹カゴを用いた育苗か普及 している。

るため匠 12 ~ 1 

次匠、農園匠植付後 5~4年間は、肥大成長を促進し将来の高生産性の基盤

の育成のため匹、樹周を除草し緑肥作物で表土を保護 し地力の維持をはかる

-5 0-



．
 

と共紀、摘花を行ない果房生産を抑えねばならない。従って植付後 3~ 4年

間は全く果房生産は考えられない。加えて果房生産開始後約 4年間は、栄養

成長が生殖成長 より 俊勢である。すなわち果房生産より樹幹や樹冠の成長が

先行する。つまり 、果房生産は、たとえば樹冠の葉状体の数の増加と共匹増

加し、その数が最高値匹達する植付後 7~ 8年後匠フル生産匹達し、その後

十数年間高生産性が維持される。ォイルパ ームの寿命は 80~ 1 0 0年以上

である と言われているが、樹高が植付後 5~4年後より毎年 40~ 6 0 cm高

くなり 、植付後 25~ 3 O m以上匹なれば採集が困難となるので、経済寿命

は 25~ 3 0年とされている。オイルバ ームのヘクタ ール当りの生産最の推

移は図 ー4の通りである。

．
 

-51-



Fig. 4. オイ）レパームの Ha当り生産量の推移
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Good year survey reportから筆者図化。

オイルパ ーム の生産物である果房は、過熟妬なったり 、採集後長時間放置

すると遊離脂肪酸 (F.F. A.)が増大し油の商品価値が低下する。従って、

果房が過熟たならない よう匹 1週間から 10日間の周期で果房を採集し、採

-52-



集した果房は少たくとも 24時間以内匹搾油 しなければならず、オイルパ ー

ム農園匹とっ て広大な面積から果房を迅速匹集荷運搬出来る運搬、ンステムと

効率的な搾油工場は不可欠である。ところが、果房生産量は 1年を通じて一

定でなく、 図 ー5のよう匹降雨分布や日照分布匹よって増産月と減産月があ

り、運搬、ンステムや搾油工場の規模は増産月の果房生産量匹合せて作らねば

ならぬ。

Fig, 5. オイルパームの月別生産比率（野村カライヌ農園の実績匠よる）
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加えて、オイルパームの果房の搾油は複雑な作業で効率的な 搾油工場は大

規模なものとならざるを得なく 、搾油工場の最小適正規模は 2D~3  0 

Ton,FFB/Bour.である。従 ってオイルパーム農園の最小規模は 4,D D Dヘ

● クク ール程度となり 、搾油工場の建設費は農極l器発費の 3D~40%の割合と
なる。 しかし搾油工場は通常果房生産量匹合せて 2~5段階妬分けて建設す

ることが出来る。

事業資金と収益

以上オイ）レパ ームと パ ームオイルの位置づけ冗ついて考察 して来たが、こ

こでオイルパーム栽培事業匹要する事業資金とその収益を明らか死するため

匹、インドネシアのスマトラで 5年間VC5, 0 0 0ヘククールのオイルパーム

-53-



農園を開発することを想定 して積算した結果を凶 ーsvc示 した。ただし、為

替レ ート は米ドル1.0 0 = 2 6 0円＝ 41 5 Iレピアとし、労働者の賃金を 1日当

たり米卜．Jレ 0.6=2501レビアと仮定した。

Fig. 6. The Cash of Oil Flam Estate Development Enterprise 

(5,000H, A.)Palm Oil F, 0, B price US$ 178, (筆者原図）
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簡単匠、5.00 0ヘクク ールのオイルパ ーム 農園開発の概要を示すと 、まず

7 2万本のオイルバ ームの植付けを行ない、園内妬果房運銀用の軽鉄用の軽

鉄を 15 0キロ敷設し、 5年度匹 1O tonFFB/}!ourの搾油能率を持つ搾油

工場を建設し、8, 9年匹各々 1O tonFFB/Rourを増設し、最終的VC3 0 

TonFFB/Hourの搾油能率を持つ搾油工場とする。また、管理棟や住宅等 を
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1, 2 D D戸建設する。以上 5,0DDヘクク ールのオイルパ ーム栽培事業匹必要な

な事業資金は 8年間VCo OD万米ドル（ヘクク ール当り 1,8 D 0米ドル ）匹達

する。その内訳は林地開発費 1,D D D米ドル、搾油工場建設費 65 D米ドル及

び建物建設費 15 D米ドルである。一方粗収益は 9年度からあが り、 フル生

産となる 12年度以降は毎年 3D 0万米ドル妬逹する。ただし、販売価格は

過去 18年間のツンガポ ールの FOB価格の平角値を一標準偏差下廻ったバ

ームオイルはトン当り 17 8米ドルとバ ームカー ネルはトン当り 1D D米ドル

と仮定し、インドネツアの外資導入法匹塞づき輸出税は 10 %とした。

．
 

オイルパーム栽培事業の経済評価

オイルパ ーム栽培事業は多大の資金と時問が必要であるが、その Internal

ra'te of Return (IRR)を計算すれば、表 ー3の通りである。

Table.3. Internal rate of return v.s.P>ilm Oil F.O.B price 

Palm Oil price us $. 205...................... 1 9叱

palm Oil price us$. 178.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16呪

Palm Oil price us$. 15Q..................... 13.5%、

IRRとは投下資本を現在価値匠変換した場合の総投下資本匹対する毎年

の平均利益率を示し、かなり安全度を見込んだパ ームオイルの販売価格で、

IRRが 16 <I;であることは、この事業がかなり高収益性の事業であること． を示している。
オイルパーム栽培事業の波及効果

オイルパ ーム農園開発は、単匠パ ームオイルを生産する単独事業ではな く、

地城開発の基盤を構築し、技術的匠も資金的匹も又生産性vcおいてもかなり

混い地域．社会を建設することであり 、その波及効果はすこぶる大ぎいもので

ある。た とえば、開発国の税収入や外資獲得の増大、更匠地域開発の促進及

び尼用檄会の増大等である。この波及効果はオ イルパーム栽培事業を立案す
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る場合見過す事の出来ないものである。しかし、オイルパ ーム栽培事業は開

発途上国で行なうこと匹なるので、多大の沓金と大輩の労働力や資材の調達

が地城経済を困乱させないよう匹配應すぺぎである。

結論

1. オイルパ ーム は油脂作物の中で単付面積当りの油脂生産性の最も高い作

物である。

2. ペ ームオイルは今後ますま す需要が増大し油脂資瀕の中でのその比重が

大きくなる油脂である。

3. パ ームオイルは市場価格弾力性が大きく 、高収益性が維持されるであろ

ぅ。

4. オイルパ ーム は高油脂生産性を持つ作物であるが、フル生産匹達するの

は植付後 7~8年後である。

5. オイルパーム農極Wては運殿・ンステムと搾油工場は不可欠である。

6. 5. 0 0 0ヘクク ールのオイJレパーム農園院発妬 90 0万米ドルの事業資金

が必要で、生産がフル生産（てなる 12年度以降は 30 0万米ドルの租収益が

．
 

ある。

7. オイルバ ーム栽培事業の IRRは 16呪である。
8. オイルバ ーム 栽培事業は、その波及効果が大きい。

以上要約するならば、オイルパ ームは生産性、需要動向及び収益性から見 ~ 
て有望な油脂作物であるが、オイ）レパーム農園閑発は多大の資金と長い年月

を必要とする事業であり 、長期的観点匹立っ て、 その収益性、波及効果及び

腎源の供給性を判断するならば、オイ）レパ ーム栽培事業は有益な事業である。

それだけ匠、日本の民間沓本は発想を転換し、政府は国策的援助を行ない、

日本がオイ）レパーム栽培事業匠取り組むことは開発途上国双方たとって有益

であ り、日本の任務でもある。また、オイルパ ーム栽培事業は長期プロジェ

クトであり 、生産を含む地城社会の建設であり 、様々 の分野の総合的技術が
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結集され、強固な技術者チ ームの長期的視野紀汀 った計画的かつ永続的努力

が必要である と思う。

文末匠なったが、この 3年間オイルパ ームの全般匹わたって良を御指導下

さった野村海外事業株式会社、浜上吉雄氏匠心より感謝申し上げます。
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海外岱業に対する協力事業ならびに開発事業に従事したい方

海外茄業に対する協力事業ならびに閉発事業に必要な人材を求めている方

は本財団へご連絡ください。

海外梨業開発財団は左の事業を行なっています。

゜
海外農業技術者となることを希望する方の登録とプール

゜
新人の海外技術者への養成

゜
待機中の技術のプラッシュアップに必要な研修費の貸付

． ゚海外農業の協力および開発事業をしている団体、企業への俊秀な岱業技術者のあっせん

〇 海外農業調査団の編成 ・選出

゜
海外農業情報のしゅう集、紹介

．
 

海外製業ニュース

昭和 49年 1月20日

編集発行人

発行所

通巻第 50号

石黒光一

財団法人 海外農業開発財団

〒 10 7 

東京都港区赤坂8-10-32

アジア会館内

電話 （代） 478-3508 

402-6111 

印刷所 泰西舎



．
 

V '• 

． 


	海外農業ニュース No.50
	ブラジル農業の問題点を探る
	経済協力と開発輸入に想うこと
	オイルパーム栽培事業について


